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州■㌧、」l∴毛野のl瑚は、大変栄えていましたl叫の都奈良と11Iろんで来任＝二おける政清や文化の－・人  

小心地でありました。その上毛町の同の小にあってもとりわけ政沼や文化のlトレ地であり、また  

敗進地であったのがこの前綿の地でありました。   

‥；川酎Jは、北に関東二、即J′を一望できるれ11赤川紺lがそびえ、西に俸れl」を仰ぎみることができ、  

そのlい火には、収束太郎でれ高い利1伸Ilが急流を比せています。また、Jム‖肘Ilをはじめとする小  

津＝llがIいノ」を聴力、に流れ、県木であるM松林のある公園やけやきなどの抑制封が緑濃〈、まさに  

風尤明晰な水と紬の榔であります。   

その前橋†lJの西部にあたる総社・応総社地l夏は、八代、現／lミのり．吊：にあたる同府や、㍍教とと  
しひ  

いこ教育の機関を北ね捕えた国分㈹寺や‖分妃寺、さらに巨大な根巷イ十やイ1▲製勅尾を今にも城す  

仙仁廃寺、そして、現れでもその婁が兄られる総社神社などが密リミしており、そういう二・3川ミでlけ  

」人Jでも†！．▲代を知る1二で極めて重要な地域となっております。   

この地も時イじの趨勢から区両惰J：l咽†・紫が避けられないl甘超となってきました（，   

このたび、その区抽慄律l即業の一蹴として元総社幼稚周が移転し新築することになり、その予  

定地の地椎者潮下元雄氏より址射二光立つ州蔵■文化財洛晰依跡出が徽刊牒雄ほに拙出され、本発  

州の運びとなりました。   

その紙果、了l川t時代や平安l馴■じに人々が生清した璧穴†さ輔；・址や小1旧こなって仙川されたル戸を  

桧山することができました。また、検出された遺物の小には埴輪や遺休と共に理非されたノ山肌人  

ソ」の仙頭などもあI）7川‡の存イ】三を酎寸けておI）ます。そして、主に庖の捕集材として硬用されて  

いた尤も数多〈検Jlけることができ、考J●学l∴非ノバ＝こ興味を惹くものであります。しかし、残念  

ではありますが現状保有という形では残すことはできず、記録拙諭二という形になってしまいま  

したが、この調査の成果は将来⊥町国府の使丁を仰lリけるための大きな手がかりとなることを期  

待しております。   

最後になりましたが、この朋壷を突施するにあたI）様々に紆余l仙爪まありましたがここに本鞘  

廿il‡二が刊行できる運びとなI）、その刷物心ill川iにわたり御協力いただいた地相者、区和紙理課の  

損当者および、寒風にもめげず直接訓細こ携っていただいた損当者、作業月のノ）▲々、人変なl刷り  

の碑1約を受けながらも・lう！f熱をもって蜘理イ乍動二あたってくださった作業‖のノJ々に厚く御礼を小  

し卜げます。  

1985年5月15日  

前怖市理職文化財発抑制洒旧  

聞 艮 ㌶モ 良 三 郎   
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I＝1  

1．本譜化、昭和59年度元総社一冊帖糾■闇潮却業に係る学校法人花園学園元総社幼朝湖1移転新築．▲1二  

くさ・／くり   

佃こ伴う、丹二作遺跡の路鮎礼奔肝甘l‡二である。  

2．本道跡のIl軋祢は59A3とする。  

：う．朋宜主体は、1洲㈲宜理撒文化l県別州冊沌1である。  

4．発裾朋燕の－■堤Jl一は次の過りである。  

朋丞り為所  前橋市尤総帥IIJ‘1372番地  

朋本欄川り   l】7川159咋6Jj27～7‖12ll  

l】椚I15（川：・11‖～）lt～12‖別廿l  

調剤二Ilせ卜省  抑制1と之（現・元総社小数諭）、丹町修二、桑原 昭、仲川l和Iミサ、  

加部二生（．鋼査恥リ」員）  

試掘調査相当老 木暮 誠、 小町 覚、福川川“軋  

また、調付こあたっては、潮十∫′打保式会社、半枚法人花l朴ゝ7欄ノ亡総什幼  

椎㈲に′附Ij及びl就力を得た。  

5．本宮の軋狙および裾張は仙当れ冊で協議して打った〔）遺物情理、図面情理、l釦両件成、遺物   

ご′j：l‘主等は山当省及びヤ窪川用三業1iが分目してれ■・った「）柑二遺物渠測図≠減と礼文峠代の遣物の   

Jl′iにあたっては前≠（㍑が川当した。また、陶協㍊のJl－卜その他の遣物のユ1‘i及び遺物親祭衷  

は加部二′卜がJJl．当した。  

6．ヲ引凧誹ル住および遣物情理にあたり、肝情県理職戊化財制本朝業川 人［L正行氏、中沢情瓜、  

肝情県文化財保言鋸某 松川 狛′し 元総社小教諭 松川 稔氏の御教示をたまわった。  

7．調在ならびに木製作成にかかわった‾ノノ々は次の通りである。．さLして感謝する次須である。  

糾冊1三二葉‖  

粟l判エミイ・、イl●閃秀り∴ 斗し「木 城、lノ」‖l誠一、人木道十、人塚竹〃、狩町安損、小金沢賞  

美イ・、小鳥勝雄、斉藤守弘、柴‖噛まさ十、城川小泉、耕保一美、須藤柏雉、住谷文彦、  

閃 仰裁、反‖け1′1‘合・r・、紬∴㌧ 康、甜．帥」り、r・l什吾根■r・、渡木林イ・、中川 保、k岡徳  

治、藤川タカ、勝川九大、森永 保、湯浅たま汗、陽ほ追千  

借理作業1i  

l‘】井栄恵了城l川りk、新保一）L†三iミケ手文彦、閻・軒載、竹l人用女汀、r・明丹根千、軋l∴1裕イ・、  

森永 保、湯浅たま江、混沌道子  

測量委託  

牒卜也洲」l川姻  

－Il－   



1．打越硝の略称は次の通りである。、  

‖…二＝軒端仙川の住州・1l∴Ⅰ…井戸、W…溝、Ⅰ〕…二卜けL、l）・‥ピット  

2㌧遺構・遣物の突沸‖到の縮尺は次の適I）であるし〕   

．避構 †．軌；・j・l上∴井戸…拓、電…拓、．品川トレンチl訃‥％，い、斜本l卦＝％…   

．潰物 十．器・‥拓、金府ほ勘■1・カワラケ【肌・l・湖純帥小…％、n＝圭‥H、九・旭輪…兄  

3．遺物祈り・は、遺物を取り十げた際の肺り・を佃‡＝／た。接′ナにより便数の番サをもつ遺物恨、   

－・つに代来させてある。  

4．前楠≠におけるスクリーントーン†江川j例は次の通I）である（、  

斬画地山  

a 飼 犬 帽 b：全  J毒 c：煙道郡民 d：燃焼部艮  

e 炊き□郡長 †：炊き口緋帽 β：主柏ノi佗 び：煙道都立ち上がり角  

一ⅠIl－   

a：南北軸艮  b：東西軸昆  〝：主仙プチ情  



次   

序   

例 言  

凡 例  

Ⅰ 発朋は粧査に至る経過  

ⅠⅠ遺跡の位置と堀  

ⅠⅠⅠ発≠描粧査の経過  

Ⅳ 慄準土層  

Ⅴ 遺構と避物  

1 住屑  

（2）平安時  

2 井戸  

3 グリッド遺物  

（1）縄文土器  

（2）山二1二陶磁器類  

（3）その他の遺物  

Ⅵ まとめ  
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Ⅰ 発掘調査に至る経過   

8  4  5  6  7  8  9．  前輪市教育委員会は前橋都  

市計i両事業西部節三lリ榊地区  

土地区画鰭理事壊に先立つ埋  

蔵文化財凝川棚一1】ノたをl椚l】57年  

以来元総帥l肛伸をはじめとし   

て′失地してきた，今l亘lの発掘  

調査も区画整理事業の一環と  

して元総社幼相瀾が移転新築  

することになったことに端を  

発した。その移転先の地椎者  

である漸下元雄氏よI）建築工  

呈出こ先立って州蔵文化財の有  

鮎こついて1冊㈲≠紋日委H会  

に照会があったのは昭和関年  

5J三Jであった，それを′受けて  

踏査した結果、遣物の散布が  

認められその持をIt椚l】5射I三5  

川こl貞隣した，さらに、細け  

正雄氏よI川獅旧9年6‖に川  

臓‾史化財確認調査依相告が拙  

仙され、試掘を行ったのが、  

11侶It59年6JJ271三Iより7J＝2  

1≡lの期刷であったっ試掘は第  

1図のように来世卜南北に各  

H  
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K  
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M  ：こニ：＿－・一  
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第1図 試掘結果（1／30n）  

2本ずつトレンチを入れた結  

果、靴文時代の肘－；・址や平☆時代の住居址が仰認でき．逝構の■仔／l竹明けかとなった、この所札に  

兢づき協講を央施し、埋蔵文化I11‘発掘調査の依柑寺l‡二が堤糾され本先州の運びとなった〕ところで、  

今1珂の発刊庸町有は、l夏両整牲車灘の一現として1動叫熔理課がl卜しとなI）、申硝八と埋蔵文化財発  

州調付刊との州で委託魂机を締結し、小請人が削liやその他の湖条件を満たすことによI）、全面  

rlくノにバックアップし、とどこおることな〈スムーズに本発掘カヾ行われるよう進めていくことにな  

った。   

なお、本脚州ま昭卿59年11月9［】よリ12ノJ24巨1までの約1かJ川二行われた）  

－ 1 －   



ⅠⅠ追跡の位置と環境  

第21馨】J．－iJ辺の遺跡（1／25000）  

15．閃泉樋南遺跡 21‥鳥 羽 遺 跡  1．清里南部遺跡群 8．蛇 穴l＿1．l▲「ら▲ 墳  

2．中 島 遺 跡 9．遠 見 山 古 墳  

3．下 乗 西 遊 跡10．北 原 B 追 跡  

4．柿 木 遺 跡11．山三1i廃寺遺跡  

5．（総社）二子山古墳12．邑楽寺廻村東遺跡  

6．愛 宕l．1＿1古 墳13．圧1分 境 遇 跡  

7．宝 塔 山 古 墳14．閃 泉 樋 遺 跡  

22．菅 谷 古 墳 群  

23．東 山 道（推定）  

24．国 分 憎 寺 跡  

25．国 分 尼 寺 跡  

26．単 作 追 跡   

16．元総社明神遺跡  

17．元総社小学校校庭追跡  

18．染 谷 川 遺 跡  

19．推定上野国府城   

（元総社の党脚戊果から）   

20．国分寺中間追跡  

－ 2 －  



前作市域を地形や地賢の料微からみると川地域に分けることができる√，北来郁の赤城火lU料l両  

とノユこ瀬川・桃木川に拾って北西から南火にのぴる帽2～3】川1のは沖仙l仇地常（沖梢仏側′粁）、そし  
くさイくり  

て仇地′fil：の南西部の前輪ハ地（洪梢ハ地）、さらに、J尤利イ柑＝の氾泥脱である。草作遺跡は、この  

うち11盲川鮮り也卜にある。  

・一ご・二作追跡が存／lする前橋市）已総ネ＝lIJ1372番地は、前楠l刷り出である県け付虻カ、ら西へ約2．柚‖  

のところにある、‥捌肘ま県道前楠・安■い槻の北l抑こ71三る県道足l】■巨前情細の北約25（）‖1の地点にあ  

る。西に流れる梁往川と火に流れる牛池川のほぼ中央に位道している。また、来冊＝こ市道大友西  

通組（通称賄登道路）があり、遺跡から1汀来1．紬‖の地点には、l鞘軋上越拙新潮牒駅がある。   

追跡の在れする地域は、櫻ロー膵J12（）111で、北西から南火へのゆるやかな仙料地である。樵れ111l】  

に淵を発するlい小河川は南来ノノ仙こ亜71三し、予＝也を細長く関川・しており、裾‖川＝こ分断された自  

他の腑ほ（う0（）～800Ill内外である。本追跡と川辺の州Ilとの比高は3～5‖1を州り、高燥化してお  

り、桑園や畑地がJ．－iJj週を占める。   

この否地上は、．し】‘くからJ削i三池に過していたらしく、縄文‖ミ＝（から平安時代にかけて多くの遺  

跡が城されている。   

遺跡の†うンニi榊‾る前橋子り也は、約2∠l（）0（）・隼前の火山泥流胱†・L■（物によって形成された（〕そのために、  

それ以1】了Jの排水系が消失を受け、いたるところに沼・沢・池がJlラ成され、卜郎ローム層が水成堆  

梢をし、帖卜化しているのである。遺跡の地桐も長二1二、水成」用l；ローム層、砂礫屑となり、これ  

らの串突を物語っている。   

また、本．追跡の周辺は、．1．▲代卜刑・何の中根地域であったため、柚めて巾婁な．；i封亦が多く立地し  

ている。本道跡の南東1l川1には今なお現存する総社帥杜があり、北西のノブ向（）．5－（）．飢I11の地点に  

はl叶か佃寸、尼寺跡があI）、そして、南東（）．7l川lのところに八‖1い払城跡がある）さらに、本遺跡に  

隣接して卜州訓川f碇地域がある‘、とりわけi＝二ほれるのは、l卜世のオ相法城跡の北西隅の外瑚の  

か人えい  
IIIに、本遺跡が含まれるかも知れないことが、光永l時代の蒼油：城についての絵脂＝両で明らかにな  

ったことである。   

また、本j揖跡周辺には、奈良・平安時代グ）糾■；・址を小心とした甘l川中肘払跡椚や柿木遺跡、森  

山・平射lて1二代の竪穴†主柾目ヒ、据宣伸亜物址が職≠された一鯨渦遺跡、九がパン紺にして40〔㈲偶と  

多号＝こ檜山され、鞘文時代から奈良・平安時代の†骨H址が検出されたl丘l分、川】刷地域遺跡、さら  

に、7川tl甘代から奈良・平安時代の住居址か頗≠された元総社明神遺跡、lリ川時代の†描；▲址が検  

＝されたl根来樋追跡があり、また、州立杵赴物址と上伸帯住居址7～8・仰が楯山された元総什小  

判射女鹿制亦、州立杵建物址や井戸、溝と二l二帥附▲i三刷】lが15朴以卜が検＝された．望．楽寺廻利根．追  

跡等といった遺跡が碑課しており、また、多数の．いハがI．≠辺をうずめている、、   

以上のように、本道跡を含めた本地域の発≠帰肛据の作業は、■t■●代上里‖玉川：」：ひいては‖別封仝休  

を仰りけるIlで、孤安な役渕と賞什が．保せられていると旭われる′，  

一 ニミ ▼一   
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（00SZ／l）銚鞘∽哲也朝周〔区代建   



ⅠⅠⅠ発掘調査の練過  

発仲山周布の′甘地抱囲は両北22‖1、根西13～1∠い－－でl廿粧ま紆う0（）‖1てある（）そしてまず、′l■－－川  

ノノ▲のグリットを，肯定し、西から来へは桝IJ放′ト、北から南へはアルファベットで呼称した，各グ  

リッドと呼称〃拭は北西の枕のれ称を川いている．粧布は太一朝を取り除いた後、グリッドを．；設  

定し、脱行してプラン椎ばに人り、Ⅰトト1を．没眉した】その後、、l槻紳輔こよって遺構のl一妃眉l渕を  

締り11〃（＝二て作成し、外道描け日射甘「付せ牒緑」■した」その紺県、＝刷上‥：の調舟二ついては、  

1■いり川；でクロスするセクションベルトを設けて＝瓢睨容を行う 

2．i封勿について、1（）（叫叫ノノー以1・．グ）もグ）は縮ノ11り2（）に」ごり惇1化し、それ以卜についてはトソト  

で長．；」した、ドl仙旬を作成する，取り 卜げに際しては、．掛物否棋王．湘．耳件を．甘録する，  

：う 竜のl票＝とについては、規則として縮尺1／1（）のl州ヒト遺構守l附ズlはり川」として1／20にて行   

‾ノ、  

ということで、以上のノノて十にもとづき肌在せ進めた）  

1抑ボ：のノ冊・．・∴11昔拙こついて、水叩㍉よ‖イ立山l■符公川閃′勘′刷仲通（前橋一抑硯佃 ■＝川㍑匪】う  

・卜／1、S津肘i127．（う02－－－を移動した、、ド帖㈹主については川等二／rj∴■∴新井（X＝－ト∠17（）（；1．7∠1、Y＝－  

7′1（i71．伽＝とil伸卜地改11車業におけるl朴恨三川点り（X＝一卜昭（）バ2．（）52、Y＝－7：う：う洲．22（））を  

利川し、本道川Ⅷ・J州メニ伸二雄棋を．設1上した、そグ）紺甘」十7グリッド仇（X＝十∠13202．1胴、Y  

＝－7日侶．145）、J一－7グリッド仇（X＝－トlニう佃）．152、Y＝－7川～）∠1．5（）H）がリjらかとなり、朋在  

区は貼‡じかノ）N－20（）‘53‖－1∑をl旬し、ている＿，誹＝ト終了後のj射肘ま川jノミされ助川朝地設が進んでい  

る、  

剰仙州仙ま、11JJとろIlに発   

川端材を運びこみ、翌9＝に  

は・丘機による長上剥ぎが始ま  

り、12＝までに遺構の仝容を  

把据し、枕打ちと朝そ子ニー■‘してプ  

ラン碓認と、ト雄州卜師こよる遺  

構分イけぃズ1の作成を行いさらに  

W－2を先裾した。   

そして、まず、抽初に■ノト戸  

跡、＝リ■L、溝、ピットから弟  

下し、次に†．＝廿址の朋≠を行  

うこと．となった、  

12‖に入ってから砲の朋在  

が附．棚：て・始まったが特に卜Ⅰ  

重機  プラン  住居址  
杭打ち   確言忍  住  屈  1止  徳  井 戸  土坑滞  

．  

10Ll 皿 20  

12  

20  

＼，荒 月日＼   掘削  

1 団                 l   

第‘ll※】発据の綿週  

－ 5 －   



－6サ住屈址とト1－17サ†土田址については、構築材として九を好げ）とした多最の．遣物が便‖Jされて  

いたため、多くの時問をかけて多〈のトヌ川Iiと‘′j：真をとることが必要ときれた、つ折しも厳寒の時期、  

薯や編が．址構の衣面を覆い作業の進捗を著しく†ノ川けさせていた）そんな申で、潮下元雅代の配慮  

のもと遺構を霜や雪から′、■」：るためのブザやむしろが比供された，また、時‖り的節約を考■え、遺構  

や地桐断面の実測図を1＿≠帥粧甘会社である関越粧矧附こ委託することになった、   

こうして、仲山きオし㌧i恩情は、佃．仙卜IR軒、川Ji3基、＝ノLllノー㌧で′や）つた，   

とにもかくも、ただただ忙しさの小、湘兼虻l≠姑してから、約1ヵ‖十の後、12J－j2引1に一遇構  

全休写尭をとることにより調在は終了した1これは、－－・八一▲人が一丸となり作業を進めた紺来で  

あった，なお、紆遺構の発掘朋布の綿J鋸ま第′l憧1を参照されたい  

Ⅳ 標 準 土 層  

発裾調布地の朋位を図■′jミするとんl琶】の旭りである，  

第Ⅰ屑Ⅰ川づを主休とする盛巨  

打1ⅠⅠ伸一 りく附と他十．屑＋バミスを含むr、川くしまりがある，  

第ⅠⅠ伸芦 灰拭掲色1州Ⅰ川づとⅣ屑の泥一卜軋ⅠⅠ朋よりやや黒色昧が  

かっている，  

第IV屑 ■．＝現色t州 多；■i二のtい陣イl●を含む，しまりやや弱い  

第Ⅴ屑 黒掲色十屑 C悍イrを含む，11’系峰イrを含むか、しまり削通、  

雛Vl屑 －＝褐色一上付づ C頼イl’をほとんど含まないか又は若干甘、しま  

り普通，  

第Ⅵ佃戸 オリーブ褐色二L凋 ソフトローム、維新な粒十。  

第Vll川 に，い十甘狙色上層 ソフトローム，徴神子な柑イ・。  

第Vl【I瀾I17一けり一ブ褐色二川づ ソフトローム、徴密な粕エア▲。  

雛Ⅷ1屑 オリーブ掲色土屑 Ⅵn川とⅤ川h屑のf11－堵を包拙した軋，ハー  

ドローム、井′描‘に囚くしまる｝  

冴1Ⅶl川 購u色二l州 ハードローム 、井′～；ち■に川くしまる、  

鍋肌屑 阜用地二l∴層 V111誹れ上り若寸▲掲色味がかっている，ハードロー  

ム，井常工いくしまる，  

第IX屑 砂昭雄づ1砂を川ゞとし¢1（川】の小磯が少最混入。ロームと比ら  

れる緻密こな枇了・も少長一i二含む，f＝川l川鼎、   

第5卜夏】上回柱状lヌ】  

ところで、以仁のょうに屑付について述べてさたが、・●．＝牛追跡の、L他する前輪わ地（棋諭■げ丁仙）  

は、′Jくはけが悪く、」卜戸も沫く刷らなけれは’1lいノJくは‥げ、したがって、本格的な聞発がイニJ■－わ八  

たグ）は遅く条」朝川以後だといわれている、  

－－（；－   



Ⅴ 遺 構 と 遺 物  

遺跡の槻婁   

↑回の朋宜地は、地形は北西から南来にゆるやかに佃科する平損地である、ハ墳・ヰ安時代を  

車L、とした遺跡は∴i二に地表下約12（）川のところに鮎情する地【l価で検出した㌧地山は全休屑序の  
し■  

Ⅵ川として肥え、状有畑二はオリーブ掲色糸一卜屑で卜吾l；ローム層が水成川ミ梢したもので粘土化し  

ている。ところで、遺構の検出に際しては、遺構の棚認が容易でなかった。さて、調査の結果、  

†三踊址、井戸、土坑、溝等が1剣．11されこれらを検討した結果、古墳＝射代から平安時代にかけて集  

落として利用され、中世にいたって井戸が掘削されたことが判t列した。   

また、多くの上帯と」いこ多数の瓦が．里土し、鉄製．■昌一－、l称磁服それに他愉や糾文時代の二t＿誹什も  

わずかに比られた。  

弟6図＋遺構仝≠l到（1／20（））  

一 7 －   



1．肘．■；・址   

（1）丁周一川、ナ代の圧H址   

H 

連構J・lく・Ⅰ．－7・H・t）グリッドに所′／l三する。南火隅で11ぢ▲†＝丘址を、北里冊」で21号井戸址を切  

る。本†三柚伽の廃棄後、†三仙川に10サ†＝廿址と2サル戸が、l柚判明を切って2（）り・†＝車址が、北西刷  

をりノって17サ住居址封・一〉消ヒする，本†＝訂址は本道跡ではl；祭、ン：って人榔甘狛W．I仙1：である，  

J】一≠状はl；〃りLl遥‘ノ〃lきで、束照両川iりを火く。規膜は故人でl揖」ヒ（う．52・‖、東西5．†）（）・11、州・L■い（；．2日 

を測る〉 主州ノルンニはN・十げトニでrfj）るノ北高は倹＝川面、⊥’）故人5（）（▲川を測る、l町卜には、竜とl、トJ来  

隅什．近を陳き、沫さ5～1（）（・‖州l■i」津ほ巡らす。吠は地Illのば朋をそのまま吐血とする，吠両のl阜  

緻部分は†伊甘卜小山■1・伊）■叶の【みで、二二は1〕7（盲1ミさ2t）．5（ゝ‖ト1）8（i写ヱさ2ニう．5川）と住居・外のIJミ）（沫  

きこう2（・m）の／′二／lミとも考■え合わせ、住居■の用人＝耶と川誹りされるL、吠l仙作付巧拙斗には、深さ臣ト  

（洒．5ぐ■llの往穴が十村触Ilされた 什八川グ）小心紺抑烏、1）Ⅰ→1）2＝2．75‖－、1〕2－1〕3＝：う．（）（）‖11）二i－－  

Ⅰ〕一l＝2．（仙11、1〕′】【l）1＝2．H5‖1を測る、l）lとl〕ニiは吠郁を2路にする）また、1）lと1〕：ぅには性根を  

城すがその径は2（）川弱でこfノ）る）l）1■にl箱撲する1〕5（深づ17川）、1Jl；（深さ2！）（・‖1）は件椿イ明である  

嶺 山l；裾描チリに付設する）′庖は州什細‖け川後、J」一川；を陳く囚l仙こシルト門の鐘掲色相門をまく 

火沫l仙せ地山のま史て成る。川路測’にイト」、トト＝甘粋が凧川された形跡はない）快かき穴（け悠  

11ぐ‖）及びそれに続〈火休両のIl川ぅの強し、触ナかご〕′ぢ‘えて、‥！」用‘グ）†軋l∴l二が焚11と考‘えl、）れる、二  

れをノ闘l主に屯の規牒せ．汁神目‾ると、仝kl．27‖1、焚川●引州，将5（一日、燃焼部長90〔・‖lを測る。火沫両は  

昧両とほぼ同じレベルである。  

出土遣物 十帥帯が小L、で、小ヰi与二の須恵端とH「・グ）秋津・蝕則．ほ．1l・．上する′、南t軒1、●の1㍉－西釣  

1．51‖の床面上には里中して小  

さなkれ（帖イり、卜Iil川詩聖  

（15（））、い」Jイこ（135・い17）等力川■．  

十しiiミlIされた、また、いト川Li  

隅困■近では鉄製ノ」十（11iり2  

本が・往なって、北捌■り州一近で  

はポいI日次製■■】l’l（2（）H）が、いず   

れも沫Ir】Fから1（）（叩拘後浮いて  

＝上したっ これらは川二I」ノミ悪  

からみて、本†＝ノ；▲とl軋旭を川   

つ遣物と推測される「，なわ、壬l■（  

止－こけ昔こう05・3〔刷まノ勅「l＝∵ぐ、川  

〔）7・107は酢1月1から．1＝上した。   

ロ   
ロ  

1
 
∩
〓
〓
∨
 
 

芽17図11－！）り・†＝車両＝t遺物（l／2）  

一 8 一  



A120．10m  

1屑10YIi％l椚也l主畔イl■を多く含む砂督土。しまり削い。  

2屑10YIi常掲 炊二l二粒2％、C軽石含む。  

3屑IOYIi％l膚掲¢1c■11のロームブロック（Ⅶ冊）と炊土ブロック1％、全休にローム粒をやや  

多く含む、しまり良好、C軽イr含む。  

4桐10YIt％に」ハ、択一場 ¢：ト10mローの炊二l二7■ロック3％、ンルト状の甘朕色ブロック（¢5－10  

mm）3％含む。仝附こやや「＝沫がかる。しまり良好、C軽イl‘含む。  

5屑10YIりれ13¢5n両のロームブロック（ⅧJ再）5％、全抹に一っーム枇を多く含む。やや附くし  

まる。C軽イ」●を含む。  

6屑IOYIi％∴l．‡掲 ¢2－3mm．のローム7■ロック3％、しまり押通、寺●汗のC頼れを含む。  

7屑10YIl％まメⅧ占 ¢2－30m川の口一ムブロック3％、しまり削い、針困こローム粗を含む。  
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第81葵lIト9り・†i井川二（1／（う0）   
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T
・
）
」
T
 
n
 
 

部分的に累色炭化物を厚さ5mm位で剛出こ含む。踏みしめられて固くしまる。  

焼土粒、炭化物を少見合む。しまl）弱い、C畔才l含む。  

基本的に9層に似た構成であるが、全体にl三l色味が一層豚く、シルト北プロ  

しの（示50∩－m）を少泉含む。しまり良好。  

比較的混入物が少ない。しまりやや購い。   



lノバlOYli％tけ‖と）枕トブ  

ロック：う％、C軒イ」－含む。  

2ノM lOYll％昭往）焼仁シ  

ルト1％、C頼イ】‘含む。  

吊H lい′Ⅰミ′％に∴い粧掲 焼  

仁7％、C軽イ「含む。  

‘tJM lO＼′【l％に．；い妹子仏 独  

巨7％、C頼石含む。  

5JM lOYlく％に∴い武掲焼  

仁、シルト5％含む。  

（；J“10Y軒％硝化Ⅰ班員イ」－を  

多吊二に含む他作招。  

7IH lOYll％にぷい姓掲 シ  

ルトブロック2％含む。  

8桐10Y【l％にぶい粧掲焼  

二卜5％含む。  

！）屑10Ylく％にぶい茹掲 ン  

ルトニト休屑、しまリJl。  

1（州 7．5Ylく％に∴；い掲 娩  

トl（）％含む誹】くしまる。  

11屑 7．5％に．；い托）  

12屑10Yli％にぷい姓樟 シ  

ルト多い。しまリイ】リ。  

1：州1（）Y】りん里律仁焼L含む。  

い＝河1（）＼′R％にぷい柁）焼仁  

1（）％、伏、炭化物含む。  

1叫て ＝）＼′】く名相J木灰＝村M  

頗」∵ブロック7％含む。  

1（）屑 川Ylく％にぷい朝雄－1ン  

ルト川％含む。  

′＼  

l。   

A120．10m   ∧′  

0  1m  

第～）l受1ⅠⅠ－9り十i州仙電（1／：川）  
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和昭 ‖－＼昌一ん仙川帖椚勿（1／2．1／い  
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遺構l∴一8・～）グリソトに付二i毘する璧穴  

†三川川上である（－ 彬状は！；l■jり山ミノ川ラと推定さ  

れるが、温から北側の人部分がⅠⅠ一‡）サ†j三  

日址により切られているため、仝休のII封人  

は不明である〔†甘認されたk州・う叶柚‾寸扶  

は、k軸（南北）、j●法がl．5＝1で用榊（火  

i叫）寸扶がこう．16111である－）杵穴については  

碓認されず、また、ないものと推定される（）  

1．旧制ま碓㍊されなかった。貯il哉穴（1〕1）は住  

什1・Iヒの両県隅に位附し、偶のすぐいト川りにあ  

る（，1壬径（う（k＝－、仙骨糾0ぐ‖1、探さ20川を測る。ま  

た、貯蔵八捜十小には多用二の灰や岨十．枇、  

焼十ブロックが含まれていた。このけj：載穴  雛111裏】lI【11サ†i州・」l卜（1／（i（））  

の北甥は偶神都となっている1i州り膏ンニは、  

N－（洞．50－】三である。掛軸ま、確認堅調でこう3（、mを測る。壁の状況は、前里がゆるやかな孤を描く  

ようになっている。吠両は、地IllのW層下端カいし、Ⅴ帖‖瑠．ほそグ）まま利川していて、州く踏  

みしめられた野灘川Iiはない√，け腰トト火邪日常上位i；′■：するP2は、良作5軌刑、餌径′10川で、深さは  

約1（）川を測る「）lト～りジイ三iミ桝州二にいりじ肛紺こ小さなピットが（タ）リ、畔付伸二いまぼ同lけ代とノ考■  

1屑10Y軒％哨律 シルト状7■lコック3％、C頼イ」■  

を含む。しまりイrリ。  

2J粥 川YIミ％に．；ハ、姓fi圭 ンルト状抽吠色トH杭  

やや粘什イ√リ、しまリJl好。  

こうJ招l（）YIモ％‖汀椙 ¢2－5mmの桃1∴う％含む。  

4屑 川Yli％に．；い占＝場 ¢2（ト30爪【1のl射、統仁プ  

‖ック40％、伏15％含む。  

5桐1（）Ylり〃J抽 卿“で¢2‖nlの娩トブロック：う  

％含む。  

6屑 toYtl％．■．暮．㌔字揖 肘火也ブロック5％、．■甘吹を多  

く含む。ややl占lくしまる。  

7J再 7．5Y軒％哨柁■ ¢10…の焼上ブロック7％含む。  

8桐 7．5Yll％l暗岨 C軒イl∴「トム、廿日く色二卜含む。  

！）屑 7．い′Ii％J大槻 シルト柑を多；lい二含み、やや  

粧帖を椚びる。しま肌射れ  

1（珊1（）Ylり有情柁－ ヅ2－10mmの炊二巨】0％、焼二巨拉  

の多い炭†ヒ物と灰5％含む。  

1‖MlOYIl％ll侶㍑ ～＝拍∩－の焼⊥5％、炭化物と伏  

A120．10m  

l。、  ：i％含む。  

第12図ⅠⅠ一11り■住居址庖（1／ニi（））  

－－】」－   



えられるものである。Il－10サ田川・t胴様、その位i肯カーら川人l川鮎謝こ係わるものと考‘えられる  

かも知れない。  

寵 東壁やや南よりに位苗するが、東壁の大部分は1トー（）り・†三川・力＝こり」られているため詳細な位  

i；√．1閻†糸は不明。城布状態は余り良くなく人川部が落ちている状態で梯川され（竃地漸2・4屑）、  

側壁】卜▲J狛ま検Jl周蔵はそれ以酢こ破慄されている。才州l：ラにシルト賢の灰  

掲灰色寸．を州めて蔵内両とする。火床而の一部にもl叶轢な造作が見られた∩  

火沫川l叶吠刊には支柱を立てた痕跡とみられる′トピソトがある。牡l‘．小  

には天川刷撒屑（シルト官ノり天褐色卜．）があり、この小に椚止■こ署詩人紳■－－が  

あった（，架構材として利川されたものとも考－えられる。  

出土過物 本址の山二＝出物は二＝帥端6点、ラ1－（恵岩謹（；山と、このほかに、  

安山岩が3点‖トトしている＝この小には札心器Jホ迂：まか、あり、陶邑rl、lく217  

型式併行かも知れないしつ   

以I二のことから木組軋址は∴古墳時代のものと推定される。  

Jへり官・  

H－16号住居址  

11   

0  10cm  
l ． ． ． ．  亡   

第13図 ‖－11ぢ・†iミ  

居比出土逝物（1／4）  

1屑 5Y％オリーブ載砂製を含む。シ  

ルト状か火11り火状。発泡した砂  

は含まない。しまり良好。  

2屑10Yll％にぶい荊掲 3J再、4J再  

IV桐のりとこ上JH。  

3屑 ユOY】ミ％灰北柏 C松イ「含む。し  

まりややイ川。  

川10Ylく％干場 Ⅵ1la剛、ブロッ．ク1  

％含む。C棉イ川枯じる。  

5屑1（）YIモ‘％にぷい前掲 Ⅷ。小ブロ  

ック¢5－20n川lを7％含む。  

（iJ再10Y】l％黒毛雷電 しまり削い。  

7屑10YIi％にぶい炎柁 Ⅷ。小ブロ  

ック¢5－20mnlを70％含む。しま  

り餅ト、。  

8屑10Yll％l昭掲 C軽イl■少な〈、し  

三U川か、。  

9屑10Ylぐ％にぶい井掲 Vm。小ブロ  

ック混入、しまりづか、。  

雛141到11－16り・肘出直（1／（iO）  

遺構 これは、遺跡南刺附こ局～兄ほど検出されたノ川≠あるいはkノ川手と推定されるl幣穴†・i舟；・址  

である。大部分が胡基地l互外にあるため、全休を発裾し全容をつかむには至らなかった。そのた  

め、長軸・佃・仙‘法、†引出・山両頼は測定できない。杵穴も遺物から十川㈹イじと考・えられることか  

ら、 有在が予想されたが、調在地l互外部分に含まれるものと止しわれる。I．㌧川■いま検出されなかった。  

貯蔵穴は調本地区外部分に検山されるかもしれない〔主州はN－10（）○－1二と推定するにとどまった。  
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二1二層は兆ネ刷ノには3仲づで、レンズ、状に椎梢しているい巨、車帖こはC恨イニl▲が含まれている∩壁商  

は′14（・＝を碓認し、地晰から55川と椎㍍した（つ町よ、lり手J7ニヂで、やや似むくが、しっかりした形で、  

1「潮岬二検州されている。川里と北照〃）一郎とが相川されたが、他は削本地l夏外である。沫は化■壬  

準土屑の第VJfづを切りこんでi起られていた、，  

節していた‖ 北面から休l仙二組く位眉に径   

10ぐ‖、探さ10～ニう0（・州ほどのピットを13佃楯  

山した。聴こ什う他．役のものとノ考‘えられた′、  

麺 ＝舟＝直の隼代かJ）′考・えて、仔／l三が－了1悪  

されたが、別布地l夏外部分に存〃するもの  

らしく、帆■llできなかったり  

出土遣物．■lトトは271】、・て∴′大洲■・川ヒなもの  

は、二＝帥の無と、須恵の耕一こ、i・けイ1■恨のl二l  

・t；て・あるLつ 高」一木は無品ハ盤の膜†放と′ぢ■えご）  

れるものである。711用J第ⅠⅠ川L伴明ころの  

ものか。  

わずかに貼り吠が検出きれた。州リノノ面のlリ1ハを調  

一 一■  

d 
ノ  

0  5cm  

0  10cm  
宰 ．．・ 王  

制15lツ」ト1－1（うり・†仙川≠廿迅物（1／2・l／4）  

H－21号住居址  

1屑10Y】く％l暗掲〆1（ト′10［川】ロームブロック  

l％¢3－5mロー焼上ブロックl％、C帖  

イl－含む。しまり良机  

2才一づ】OYli％に．ミ往、姉槻 ややローム柑が多〈  

得色昧がかかる。¢10－40汀一打一口ームブロ  

ック（ⅦIJ酎3％、C中日J含む。しまリイ川。  

3ノ再10Yli％∴し瀾 ¢5～10〔1川口【ムブロック   

（ⅥnJM）l％、やや因〈しまる。C多し。  

4桐10YIく％にぶい武掲 ローム拉、ロームブ  

ロック（¢10n川り10％、しまリリ小、。  

2［1  

牙＝（刷 トⅠ－21り・旧．十址（1／（う（））  

遺構 遣糊叫1火付近に棟出された、隅丸ノノノl≠かl；lljりLl王ノ川≠と川碇されるl＝党人†出汁址。％虻くを巾  

復のために裾り用ぃっれてオぅり、全容をつかむにはやらなかった。形状は・土l丹車≠辺彬に近いかもし  

れない。k軸・別冊の、J－i」∴†出汁両情も測定できない。住人も†i押；▲」・」卜の叶代から考●え、イJイl：を才  
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想したが、棟＝できなかった。情川附か倹■llされなかったっ 貯蔵八も、胤仰ノ、」のl●了川り川のものかごフ   

ぢ■えて存ハ：が千悪されたが、爪陽に止り据り取られた部分にあったと椎足され、楯山することは   

できなかった∴柚lりノ判二も、これだけの相川状況では、決定することはできない ⊥屑は、張本   

的に3凧を碓認した。レンズ岨こ粧情しており、C恨イl■を含む丹づで‘f′）る．，碓認堅調は2（う川】である   

が、脱状の壁高がどれくらいであるか推定できなかった′）竹ま、、l川ノバ20で、ほとんど垂仙二近い   

が、巾槻のため、北壁と火照の【・耶封夷＝1したにとどまった。吠は十汀川l汗川の第V舶Hを切りこん   

でいる様／・が†肛認されたが、その卜の卜仲づが、れ仮により相川とl－）れて才ぅり、当11、1ミの1山＝が、須   

仰で・プであったか、確認できなかった。吐血はほぼ、仰しで、貼り吠もなかった〔）   

寵 旭の存在が予想され上が、琉仮のため紬＝とられたものらしく、検‖1できなかった，昧l址近  

・■くから砂■†一；・の址イ」－が検川されており、関係があるのかも知れない   

出土連物 ∠12∴■∴のj出物が．1＝卜したが、り封廿できたものは、⊥帥の」イこ、無とイ1●鍬である．）」イ、は2点  

ともノ（‖．一4のものである。．ケ’＝■・目線がlノ、J湾している⊃ ㍑さ川手から考えると、良問期のものと且りっれる、  

なお、重視関係をノ亘すと、卜l－21→‖一1）→】ト17→ト1の川riとなり、ⅠⅠ－21と‖一別ま遺物か   

ら芳えてⅠ17はゃ友帖代、ト1は仰のものとノ考－え▲－）れる＝また‖‾21の北に、i丘  
◆ 

附る什之で‥、庖が糾されたが、北に矧二1をもち、北の巾捜する川二に桐多描こ糾させて  
，し  

J いたことから′考モぇ、同じ■山肌叫代のむグ）ではめ鋸㌧1ト21より耕しいものと判定した′，lノ州か  

ん古肌叫刊の上帯1片だけが出十．しているっ  

卜椚17図 ト1－21引潮－；・上山＝－卜i出物（1／2・1／り  

L（2）平安時代の†土居址  

H－6号住居址   

遺構 遺跡Ilり亡やや東；守りに存し、．J－8・9グリソトに位潰するr）l）－11・＝）1亡と・旧劇甘係にあ   

I）、本址の方が■い、。プランは、火照、碇、南壁の一部を碓認したグ）みで、北州鮎二規乱が人り   

全休を仰認できなかったぐ）しかし、来状、而照、電の位椚等から桝J・ミの1モノ川きと推定さハる〔，確   

認両からの里．一滴iは20（－‖で、域＃状態が悪〈、甥の位潰を判rl仙に碓認したにとどまった，l廿溝は   

雨購東側でわずかに†堆認された。帖′l～（i川、長さ56（・州を測る。また、住帖址湖西隅で貯職穴と   

皿われるピット（1〕t）そ検＝したし11ミ簡i肘■11、侶径（i2ぐ‖、深さ′15（・‖せ洲＝彬凧はl】川手で〔タ）る，さ   

らに†出汁址南川にピット（r〕2）が検．1】1された。IWl：≠を呈し、k径28（・‖、相律2（i（・‖、沫さ15川を洲  
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†＝吉斑二巨は、慄準屑位灘VJ削こ相当する。  

1屑10Y】ミ％噌褐 C軽才子と少l－ミニの焼上組  

を含む。しまりやや弓か－。  

2屑10YIl％哨掲 粘′件の強い黒柑色二卜（10  

YIi％）ブロック（¢30－50mm）5％含む。  

1屑よりC軒了‖ま少か、。¢5nlnlの焼  

二1ニブロック2％含む。  

3屑10YIi％にぶい茹掲 Ⅶ屑粒多い。しま  

り弱い。  

‖再」OYrモ％にぶい荊褐 Ⅶ層粗予多い。  

しまり弼い。  

ニ】二坑捜二上は、憎叩凋位第ⅣJ削こ刷当する。  

5屑10Yli％哺掲 やや多泉の釧経れを含み  

砂乍乍。しまり弱い。  

第18図Il－6号住居址（1／（；の  

る。土層は5屑を碓認し、レンズ状に粧梢していた。そしてト上位の柳こはC峰石が混入し、こ  

れは棟準土層の第Ⅴ榔こあたる。J和1iは標準二l二層雛Ⅶ屑を州り込んで造られている。北半分も捜  

乱によってあらされており、％ほどを確認したのみであるり昧仙栂ほほ刊■jLで、塩の舶こ吠と他一卜  

の流出が札られた。  

瀧†射止址東腫やや㈲こあたると一世、われるが、北壁を検＝していないため、位聞を硝定すること  

はできない。主榔方位は、N－1050－Eである．，燃焼部大外とイイ裡lれを欠くくらいで、ほぼ尤仝な  

形で検出された。これは構架材にはれ、九を川い、帖lノ巨グ）ある土で造られていたためと旭われる．，  

他山を州り込み、煙道部分に＝礫とワレを聞き、その上に血を閃き棚道としている′∴酢焼部も同  

様と一世、われる。煙道郎12仰のイ＝l●のうち、2仙はl叶一個休を二つに川ったものである。イl－は花こう  

岩と安川岩で、いずれレ焼成を受け、炭化物が什窮していたり焚L＝附い盲■弓は35（・‖ほど、燃焼部歳50川一  

輪55川である。高さは25‖11ほどと推定した〔，ノ言…りにイ「がすえてあり、大外部の上古イl‘とい且われ  

た。煙道部はんに5仙イニl●に7仰の‖轢と雌をすえ、Nけ（う1とNり．（i2の九九2枚を一部重ねあわせて人  

外とし、上に粘牲のある十をかぶせていた，外…りの止N（）．（う2のl∴にIlllガ1枚、逆位で出土したが」  

イ舶IlしJ71；の補強かもしれない√，煙道那k（う0川、小出0－15（・m。友り枇こついては、すえた跡も檜山さ  

れていない。電l勺からは、羽筈、架、城が山十している．，  

出土過物（う5点川上している）うち、庖l人】からは1鋸、り炎‖1されており、比暇湘ノ央紬こ耐えるもの  

が多いっ また追跡車の二、ド安時代の佃鮎こ共通して瓦の仙川が多〈、1つの特徴になっている∩ 追  
／㌦l乙・＼ち  

物は、串J筈、架、用、九、鉄津である〔洞爺は口繰が比順的恨十ぺので、つばが三／r川≠叫机Irlほ  

している，他用によるも♂）か、電lノ引こあったためか、すすが廿れしている。鉄津は、他の住居址  

からい鋸Ilされ、他の鉄供晶■－の存在とj】ミに、近くにたたらの／Jイl三を予想させた〔，  

－1（う ー   



t甲   

1朋 2．5Y％痛快状 机砂。根打。枕二1二粒5－10％  

混入。拙作、．しまりといこ有り。  

2屑 2．5Yケ≦脚火■粧 机砂。軽イ∴焼土粒が小ブロ  

ックで混入。拙性、しまl）とい二強い。  

3屑 2．5Yl仰天択 伐、塊ニヒの混二1二屑。しまり、柿  

酢といこなし。  

4屑 2．5Yケ≦仰天鼎 糾砂。伏、塊二t二50％含む。粘  

性なし、しまりイーり。  

lしD  

第l帥り ‖－6廿肘・仙電（l／ニiO）  
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∴   姐  

第2（咽l＝－バリ・†＝車両＝仁．避物（1／2・1／4）  

一松川狛tの馴致ホにく上れば、N（川2の」山ま、山イ廃寺の．㌧い時代の′一拍川・介の・lけ九止山こ近い止の  

丸山71；で、厚い血当がはダ）二まれていたと推定されるものである〔）l人Jにイけ、外に粘土板の接合娘  

がある、林鼎右㌧窯と且りっれるものとのことでざタ）つた、また、N（），（うこう、（う5の九は、17け†＝出1LのN（川i5  

の九と同一▲仙休であることい別：；ほれた，  

・lト l   
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Ⅷ 

櫓服 圭一  

Vlし Ⅶ、             ／瓜べ．ん                          ′〃げ  
20cnl  
」  

第211珂＋＝－6サ†＝訂址．11圧迫物（1／（i）  
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H－8号住居土止  

1屑10YIi％哺掲ⅧI屑  

ロームブロック2  

％、C軽れ、煉ニヒ  

粒を才一丁半含む。  

2層10YIi％にぶい肺‡る  

多最のローム枇、  

若二l‘・のC頼イI■を含  

む。しまり弱い。  

3層10Y椚甜．を掲Ⅷ屑  

ロームブロック¢  

15－30mローを7％、  

粁I：・のC頼イ√含む。  

しまりややら駒、。  

4屑10YIi％にぶい武  

掲＋多量のローム  

粒が混入する。し  

まり～j射、。  

調
 
査
 
地
 
区
 
外
 
 

＼
、
■
－
－
／
 
 

A’120－00m  

1  

第221裏】tト8号住居朝（1／（う0）   

遺構 遺跡北郷閏トⅠ・Ⅰ－9・10グリッドから検出された不鳴隅九方形の璧穴住居址。酎勘ま  

北は検‖川“カヾ深かったこと、南はごみ穴による聴乱により祓煉され、壁のありノブや方向は不明で  

ある。北壁と南壁四半は、ほぼ、lく行になっている。住州・」拙川1は4．7鋸11、租榊は約巾11を測った  

が、両村ほ．11けには坐らなかった′）杵穴は′1本を碓認したり 村巧拙でなく、相対称に造られてい  

るr Pl、ニう5×29川、探さ2日．5川、P2、32×2針11l、沫さ18川、1〕3、：う2×28（・‖、探さこう5川、1⊃‘1、36×24（・l11、沫さ  

24．5（・mであるr）杜穴1ilトJ‘法はNl．43111、Sl．54‖1、l二2．54‖1、W2．60111である，周溝は両壁甘半分  

から楯山されているっl舶15－20（・‖1、探さB（叫）TJ後である′）帖l■＝k八は、屯ノー用＝帥こ棟＝されたIJ5が  

該当すると止しわれるが、このjむ跡の同‖、11代の†軌軸ヒの倒から考えて、南西刷に＃在が予想された  

が、ごみ穴による規乱と班稜しており、仰㍉…一さけることはできなかった′）帥＝ん●位は、N－（）30－】三  

である。十榔ま、堅付通を除いて1屑（昭掲色二I∴）を検出したのみである。野満は、地断を測った  

－一 2（）－   



ところで26（・‖1であったが、脱状の明高を椎定できなかった。照の軌斜は、5（ト720で、申う川0度ほ  

どであり、やや似いている。北壁と㈲甘甘、卜は、ほぼ直棚状でほぼ平行、火照と南甥来半は孤を  

川くようにして造られているJ㈲川中史郎1）t；の所で 、カギ佃こ直／rjに川れており、西半分が脹り  

山し片山こち・っている。拭面は、据準ニー二屑の第7屑をそのまま使っている∩ 夷l仙ま全体に州くなっ  

ている。J宥rl伸吠に川ヶ所触ナている所が検出されている。貯蔵穴と止しわれる1」5は（う6×63（・‖探さ  

ニilぐm、前里中火にある1）（；はこう8×36川l、沫き17（、I11である「′ 北l捌tJリのl）7は24×20ぐ川、探さ20（・‖】  

であるが、これは検‖＝如からの探さで、昧両からは9ぐI11である。このⅠ）t；・1）7は、この住居・址に属す  

ものか不明で・ある。また1〕2～1〕3の‖旧こl木‘トト杭が検出されている。1．5‖1×1∴）3‖1、探さ22．5（一目  

であり、1）描」辺の不定形のくぼみも、この卜．杭の一郎の‖J●敵性が人きい。また柱火の配置は、仝  

†項こ南に揮っており、雨駅西刷の所が人l二律l；とも巧●えられる√，  

寵†≠吊址簡束l抑こ造られ、ほぼ仝イ本が†＝－ト批外に肘川lしている．，井戸状の二L二仇（l〕－10）に切  

られ、北端＝よ宥洞宜区に人る‖州リノ／そのままを便＝jlrliとしている。燃焼邪ん細りl；．モの北端部に近い  

舶こ九が2枚措かれており、側甥郡の構架材と考えられる。滝主軸闇†眈定できないが、†対日止，巨  

柚より硝へ似いている。焚口部購詔（）川l、1′壱さは現状で11（i（・＝であり、恍二卜が分イけしていた。  

出土遺物12（i点の遣物が山1∴しているが、渠刷り可能なものは、Nr）．27′1、Nり」i5（）のカワラケ…1．2山  

であった。No．35別ま灯lリ川1．と′t且われるもので、底仙■り辺に煤が付利していた。庖から検出された九は  

：う′・∴】て・、lノ」2点は同一  

仙休であった。九の仙  

川は、この道跡の、ド安  

時代のものに共通して   

いるものである。   

なお、新Itl関係は、   

トト川→‖－8→l〕－9か   

lト10となる。  

9
 
 

5
 
 
3
 
 

0  5cm  
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第2俳劃‖－1け廿＝阜址＝L剋物（1／2・1／（；）  
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H－10号住居址  

川イ10Y重く％∴霊．瀾 ⅦIilノトブロック7  

％混人、塊十とC軽イ】‘少；－i二、炭  

化物5％、しまりややt消し、。  

2IM lOY一之％′リ、＝と）しまり賄い、やや  

掲色味がある。牡t・∴う％。  

3購10＼′】く％∴暮．も帰 しまり押通、姉  

川の炭化物5％、1榔こく－－Jペ  

てC頼イl－が少ない。  

′川づ10Ylミ％帖掲 ⅥII所持イ・を比板  

r】く」多く含む。しまり汁此 Cl・≠  

イ巨巨根化物を含まない．－  

5JM lOYIモ％∴l瀾 ノ．〔本的にはIノバと  

l・i＝二だが、やや掲色味が仙い。  

しまりやや～りし－。   

これらの卜は、基本的には、慄準牒  

瓜  付＼雛V仙二相当する。  

A′  A12010爪  

2 nl  

姉別凋1Ⅰ十－ 0け住居址（1／（；（））  

遺構 調仙メ：小火南1侶）の1く・l．－8グリッドに位j；′●lする。Ⅰト弼・仕居址の廃棄後、その内…りに梢  

築されたもので、剛＝十址抹l両の5～12（・…卜舶こ沫Ir】rをう；ご－：〈′〉北央隅付虻は・巨世のⅠ－2－ぢ・」卜戸に  

よりり」られる。m憫lのトト6・17・2（）り・†＝訂址とは、遺構の規欄・り川二・遺物州から‘みてほぼl抑叫代  

のものであり、これらて叫・位り与＝■は成すものともみられる。 tト9号肘．十址と蹴上が近似するた  

め、脾l「liの楯山nⅧ損川＼＝肝をきたし、昭両をり」る小トレンチを．肯定してl即Iiの検‖ほ行し、、それ  

をつなげて、住ぃ址の輪郭拙とした，住居址の形状は火脚こ聞くl朋九否形で、規膜は故人で雨北  

：う．H（）l11、如拙う．2（）‖1を測るL、巨軸ノノー位はN一（げ→トニであるJ肪は心細を北本とするが、西壁のみ  

レ1）るやかな孤を川く，照誼は1裾l川Ilから故人こう針目を測る。吐血は電前から北i邪附こかけて堅l．■りに  

踏‘みしめられていたが、他は・炊らかく、‖－9号†仙川卜の捜卜をそのまま沫仙としている。〕前石の竺控  

徴両て、はIゾさ5…杵．のl・巾、購朋をノ畑「liとしていた〉 杵穴・帖l‘女人と壁卜の，．甘溝烏川仇認されなかっ  

た）なお、ほぼ吊‖出川LみられるIl－（ト17・20り・住居仙では、吐血前西刷に探さ30川以＿卜の帖機穴  

状のビットが1裾Ilされたが、本†＝訂址では楯山されなかったっ もしあれば、その頂跡は‖－9サ圧  

州止珠江両二もあるはずだが、リミl奈は仝く．ミ．ごユめられなかった，  

一 22 －   



／ら  

‘†   

0  1m  

含む。しまり弱い。  

5仲子 5＼′1け細り湖）焼＝骨眺上梓、焼寸．ブりック＝左 しまり弱い  

（川イ1（）Ylり針小町喝＋黒伏色〟を多く含む。＝～川n川－の炭化物15％〕  

llM t（）1′】く％暗掲 C柑イ】’、焼寸粒、炭化物含む。  

し、上り普通。  

2Iパ ー（）Ylく％∴11社）焼十．、炭化物含む。  

こ用1いⅢ％‖用）焼t湘．を比較的多く含み、n十ル叫、7ノバlOYlそ％に∴い茹掲＋胡伏色のJ穴を巨体J  

がある。黒吠色恢l％、しまり弱し、。  8J“7・51′ll％に■；ハ、子持 C頼イほ含む。榔ナて′加味を鵜ひる。  

川づ 川YR％‖摘）¢2（ト5（）…伏プロ∵／ク、炭化物7％  しまり汁軋  

第25ト文】tI－1（）り・†＝バ・址剋（1／：的）  

0  もc川  

l ． ． ． ． ！   

∴・∴  

第2（渦1Ⅰ－1（）リ・†＝出l川＝宣川＝1／2・1／∠l）  

ー 2ニう 一  
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寵 東壁南肘）に付設する．）  

そノ）七軸＝ま東壁にIrl二交させ  

ないで∴ 主仙廷k細の一身J′．i  

を†骨軒址の北抑制こぃ＝ナる（）  

偶の構架は、据彬朝川り後、  

州lりに緻密だが柚門のない  

暗視一掲色二卜をまき、■更に  

燃焼舶人川両こは偏平な転イ】‘  

を2分の1に判って肘）つ  

けていた。煙導郡には安山  

岩亜角轢を人川二にわたして  第27図lト1（）り・†…・力＝lけ．遣物（1／小1／6）  

いる〕また、後述するよう  

に、仙や他職汗・も川脚イとして州jきれたむのと推測きれるり燃焼部↑畑道舶二かけては、厚  

さ5川以卜のりくが川瀬してわり、そのrll榊りは肘硯端とほぼ－・放することかJ）、検‖几た柚邪  

ル満仲近が某＝と推測される、二れを基叩主に偶の規頼む測兄すると、1†Jぴ7（リーー川根射肛ル瑞は班  

に硬びていたことが想像さハるノ）梵＝邦帆帥＝、燃焼胴長20川弱であるり燃椚；1L描かJ）は件々に  

－ 2／l－   



J二ちI・がって畑局Ⅲl；へ続くl，胤ノ州iは、火吠両せl坑ミき仝†宥こ′ノ＝て貢也に榔ナ込んでいたが、レンカ、■  

北に硬化した所はなかった。なお、焚仁用lけ1腑こは、紺木状の㍍色炭化物が故イIJ‘していたっ  

出土遺物 殿上申のものを含めると約2（）（）ノ∴・二の遣物が山上した√一汗I】されるグ）は、偶の捜土・t●什．卜  

の九九（187・18（））旭輪（1（）（う）羽筈（1糾）須恵・船（川2用iであって、これらはトト17け住居一址のあ  

リノノからみて、庖の構築材の一部とも芳えられるのである‖1（）1は電ノ】川両用何周小木拍から出二1∴し、  

上述の羽釜1日4と」lこに木田．■；・の時代川を知る千がかりになろう。鉄製の紡帥小ll川注104は、ほぼ吠  

Irliで山二卜した【，1B・40・157は牡1．川】で、本†三i押；・と直才射こ関連するものではなかろう。142は昧両、  

Ⅰ一′ト彬に残存する鉄製品と18B・32は牡仁Il】の肛巨である。  

H－17号住居址  

1屑10Y】モ％≠艮槻 C軽イ√炭化物含  

む。しまリ1k好。  

2屑10YI移拍Ⅷ占 D軽イTj三困河、  

しまり甘如、。  

3屑10Yll％にぷい黄楊 2J軌こⅦ  

屑粒・■r■が混じる。しまI）狙い。  

4屑10YIl％に．；くい武掲 ⅧJ糾、ブ  

ロック3％、しまり良机  

5屑10YIl％メメ．‡槻 ⅧJ糾、ブロックを  

若二1二混ぜる。 しまI）普J通。C陣  

イほ含む。  

6屑10Ylモ％にぷい躍褐 Ⅷ屑′トブ  

ロックと粒了・50％含み、柑色が  

強い。C軽イf含む。  

7IMlOY臣酢蛸机 ⅧJ再小プロ：ソク  

を30％含む。C軽√f含む。  

貼珠部分。  

2 m  

雛2Rl宝11ト1門川卑加（1／（う0）   

遺構＋追跡中央やや北に検出された1く脚lラの里穴†軌＝此。IJし1辺の止さが川なる他、西里烏北と南  

でくい違いがあり、北・γ分が舶I川1す彬になっている。北川の一部を†甘乱で州I川畑られていたが  

ほぼ完全な彬で倹＝されている」対価寸拭は：うバ2＝1、仇軸寸扶はニー．2日‖1で、雨情はほぼ～）．（う111てある。  

川i■附封碓認されなかった。肝臓穴は、†常吉址由来隅で、庖イ川吊肛近くと、†i三川l川J酬裾二附11さ  

れている。由来隅のものは、径5（）（、m、深さ2∠h11の1Ⅰ川手で、北γ分は、5川lと浅くなっているい 両  

川叩け）ものは、この道跡の、l（安時代の住＝」1卜には、必ず什うもので、ノ川手にj止し、Iljで深さ′1（）（・川を  

測ったり二巨軸ノノ阻ま、N－10（）○一卜二である）1州は状本的忙は二川弓、レンズ拙こ胱付している、最  

－・25 －   



川プ 5Ylそ舛■■畑喝 コ帥砂に川帆…．しまり弱し、。如－1（）n－n－の  

砂粧を多く含む。掩卜。  

2J“51′1く舛∴】・潮■ 細眈パ冊雄くしまり‘わり。¢5－1（川川プ）  

砂粒を少し含む。  

二川 5YR％∴し胸 釧＝飢∴精日付＝しまリムり。伏、歳化物を  

∠10％含む。焼卜をわずかに混人。  

川 5Yti省一リ用）糾l仙、f■■i性Jリ〈しまりあり。灰、伏化物、  

焼tが多く混入している。  

第2（）トズlトl－17引骨．車1卜庖（1／ニう（））  

1・．舶こⅠ3腔イl●巨†1この屑、小‖‖伸二はC両リl▲を含んでいる，壁の城存状況はあまり良くなく、両雄  

北で2（）（・‖1はど、他は1ニト1（汗‖で、、畔JIG川、／小変も、l丹常50でゆるやかである）   

堅は、しっかりした彬では検＝lでさなかった。北里が撤情いこより、西燻が▼＝ノいこより州I）とJ）  

れている 吠両ほ、仙世情申）昔川l屑をり川こんでjむ1一っれている〕ほぼ、ド川でl‖】凸もない′†軌；  

・t■火かノ）来＝出こかけで賢し、りこのl両があり、電のl廿閃には、り（の流山がみられたL、住＝址北か1：）ビ  

、バ、が2Jt㌧が輪廿．された 州グ）ヒットは（）′1×糾（・‖1のだIIJで深さ2（）川、†仙け十までノ女んでおり、抹守  

卜皿と且l、われるもグ）である、火のビットは亜×灘川の理・純Iljて、、沫さ10（・州で、ll了川、ゾ代のものり  

竃†＝．巾lヒ来l控で、北：両二2．2：1でl、仙洞ちにj罠ノブれている、鳩⊥柚1】はN－1川う○－トニで、†主居・址三卜  

机上り（うOl恒をl小、ている 城〟状態は比校的良好で、燃規律l；大川は落ち、ん：帥イl▲いl又り」こられ、托  

みグ）みでご！・）つたが、情≠困■、構築材ととい二」lく城り、†・lVfjむが川川裾二申‖析できる状態である〕構  

築材のイ膏モカミ■弱いのは、丑卜夏ク）ため川川lが丑川、ったからと′l出）れる，焚仁相川帖川（・‖】、托さ∠15（・川、  

－ 26 －   
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第二州女】Ⅰト17り・†＝巾l川＝1jむ物（l／2・l／ノl）  
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つで・∈re仁トラ．   

故人帖43川1、煙道部長12（－11l、帖10ぐm  

であるし，支Iljl＝ま検出されていない′つ  

出土遺物†二i常内から170点山二卜．し  

いる。うち穏内が65点と構築材を含め  

多く山二Ⅰ二し、突測‾可能なものも多か  

った 皿11、高子り宛2、架7、津」策  

4、糾1、灰和の高否…1．1、九4な  

どである。土師の高台椀のうち1点は  

内プ．1川暦である。他に秋津が川上し  

ており、たたらの有れが予想された。  

＝一卜j朗勿内で注月されるものは、竃  

から出二卜した丸である′J復元により  

3点の丸山こなったが、元は12ノ出こ  

分かれ、竃の構築材である。松Ilほた  

氏の御教示によれば、No．166として11k  

リ 上げた」心二2本の税別が人ってお  

り、これはlり分寺で出寸瑠りの多いも  

のである。また、窯は盲I戸外ノJ●川iのも  

ののようで、Il廿塵寸の後のものに  

近し、とのことであった。丸はいずれ  

も竃に他用されていたため、二次焼  

成を′かナており、プ．l、㌔褐色になってい  

る。九の供給先は、山1こか同府と考  

えられることや、他の出土造物か  

ー、 
・・二二‥一・  

．．ニ  

第32図 ‖－17引≡＝廿址川ニヒ遣物（1／4）  

と、この住居址が造られる恥こは、山川二九を持ってこられる状態であったことが推定される（）  

これは、憐接のl軋分古川1＝旧山城遺跡でも、Irりじことがいえ、逆に、この住居址の年代から、九の  

供紺北がおとろえている年代をさぐる食料・となるものである。他の遺物を比ると、No．112、No．169、  

No．17∠上の二l二釜は、欺郎がくびれ「〈」グ）仁j・：腑こ外反するものであるり 羽釜は、l二l頼郡が比性的粗く、  

つばが三川形の1断面をしているし，No．171とNp．160の羽釜は、l二l辰部がl巾どりしてある。また、灰和  

の111tが1ノ∴川H二している。これは転Jl川Lとして仙川されていたもので、三l二＝」高は第2類、大槻  

2号窯併行と見られるものであるし〕  

ー 29 －   
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雛詔車l＝－17り・佃戸仙‥卜l∴遣物（1／6）  
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H－18号住居址  

l†M l（）Y軒％舶†坊 Ⅷ屑ロームプり・ノク2％、C粧＝、蛾  －ム樟を含む「し、吏り！j小、ワ  

トを含む。しまり汁此  5J“10Ylく％l暗律）（∴が少Ftl．混人しているのみゥしまりや  

2†パ1t）＼′【く％lli用）C帖イ！－と焼卜左■含むり しまり侶血  や弱し、√）  

こ用 川Yll％‖汀陽 Ⅶ川口ームプりック：l％含む「ノ  （うJHlO＼′直往∵い明朝＋多■i．のローム粒を含む。しまり  

川づ1（）＼′lぐ％に∴ごい椚払 り－ムプlトノク7％、鋸・i・のロ  弱し㌧  

肯う：シ＝￥11ト1日り・（：日日川：（l／川））  

遺構．州杏l現｛の刑祭にイJ二し、Ⅰ・．トロ・1（）グリッドに†㍍関  

する、tl－19り・†＝訂址と重視l畑詭にあり、プラン仰認の躇附  

で、1り董Lの捜上が1Ⅰ－1†）引l州・址との重視部分工人っている  

という所兄を得、崎用け）糾しい1功lこのノノ■かレ肝上作葉を進め  

ていった．）車l上の北伸＝二あるlト8り・肘．仙巨とは、遺構の規  

模、ノルン＼．捌勿等からみて、ほぼ川崎側のものであると旭わ  

れる。   

プランは、†三l三川州二の東側釣（う（）％が肌在区刊にかかるため、  

仝休〟川ラ状を仰認することはできなかったが、l；JjりLノ川手で、  

西里烏5Jう111を測る。主軸闇、N－ミ）HO一卜二を指す。確認両か  

l、）の晒1一子iはノ10（・‖で、東壁の地晰では朋（Ⅶを測る，周溝は、北  

状、1叫壁の一郎をl；カミき、帽7（・‖前後、沫さ2－5川の卿与さで  

めぐる．，り川＝まノーり津＝堀Ⅴ‖屑の卜端で、」堅くしまっている、   

ピットは、合，汁5仙－・＝剣11された．，巨什八は1）1（ニう′1×25（・＝  

－ ニう1一  

5cm  

弟：用ぃヌ11l－1臣H＝出‖二  

＝上道物（l／／2）   



深さ45川りP2（42×26ぐ‖、探さ44川】）で、城リ2佃ほ末剰刷夏仙こあると推定される。1）ニi（20×  

10川、深さ7（・m）1〕∫1（15×14川、探さ3（、‖l）は川津川一にある。1）5（24×18（・■－1、深さ14川－）は北1些i  

壁上にあり、本址に関係するものであるか不明である。亀及び貯職穴については未発州区lノ、Jにあ  

ると推定され、棟＝することはできなかった。  

出土遣物 本址の山上遣物は、上伸器119点、触よ拙一．一20ノLJJL21■王、鉄津1点と若二1∴の理二卜遺  

物である）14∩点を越える川上逝物がありながら、矢渕可能の遣物は、190と202のカワラケl肌2ノ．・二  

であった。  

H－19号住居址  

遺構 追跡北西、トtJ  

－9・10グリッドから  

検山されたド／jりしノ川手と  

推定される竪穴肘．上址  

である。粥川は湘．在区  

外に人り、また18サーニi三  

倍址と亜稜、北は8ぢ▲  

住居址と重複している  

ため、正価な形状はわ  

からない。北西明は鈍  

角ぎみに闘いている。  

住居址長軸寸法は約4  

111、机軸寸法は約：i．7111  

である。両梢は、この   

檜山状況からでは測る  

ことはできない。杵穴  

は碓認できなかった（，  

周溝Åみつかっていな   

い。貯撒穴についても  

不明で、あるが、梓川L冊も  

に貯滅穴状のIl川≠ピッ  

1屑10Y】摘′ 哺掲  

しまり良好。  

少ゴーi．のC頼イJを  

含む。  

2屑10YI摘「掲色  

しまりあり。  

C軽イl■を含む。  

粧件弱い。  

こう屑10YIけ；褐色  

焼ニヒを多描に含  

む。しまり甘地。  

2 m  

雛ニi（う図Il－1紙用常・仙（1／（iO）  

トが検川されている。，  

規模は、49×52c…、探さ45（－‖＝ぐある。この倖誹・：と帖一哉穴は、本遺跡の同時代のものから検出  

されており、これもその小に含まれるものかもしれない－∴＝仙川二は不明て成るが、ほぼ来をIrり  

くものと′じりっれる。t層は1J円を仰認したのみである。C怖イl‘を含むl暗褐色二1二で、111然川棚のも  
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のである。地断で碓認できた壁高は20cl11であるが、原状がどれくらいあるかは分からない。傾斜は  

60～700〈ら．いで、やや傾むいている。東壁は調査地区外にあり不lリj、南壁闇H－18号住屠址に、  

北国隅闇l」－8号住居址に切られる∴来壁は地層のみきわめがむずかしく、一部不明の所がある。  

昧面は標準土層の節Ⅷ層をそのまま表面としている。調査紺塑Ⅰの1いでは、ほぼ全面が聞く麿みし  

められている∴肘割ノ」やや中央北のピットは、本†刃百址に属するか、Il  

一18号住居址に偶するか不明であるが、ヤ「Wl：∋で右肘している。  

寵 調ノ庄区外にあると旭われる。検出されないため規模などは不叩j。  

出土遺物 70点の遺物が山上しているが、実測できたものは、須恵の  

杯底部が1点のみである）  

尚、本住居1・1l二は、Ⅰ一Ⅰ－8号・18号住居址より古い。またIl－6号住  

J融1l二に近すぎることから、Ⅰl－6号住居址と同時代に存在することは、  

不可能であると考－えられる。  

5cm  

第37図 H－19号住届■址  

‖H∴遺物（1／4）  

H－20号住居址  
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2．5Y％黒褐 砂質小礫を含む。  

2．5Y％噌灰堆  

10YR％累褐  

10Yll％噌褐  

10YIl％灰荊褐  

10YR％毀褐  

10YR％硝褐  

10YIl％快哉褐  

砂難ローム15％。  

砂製ローム5％。  

ローム15％含む。   

ローム35％含む。  

砂鴛、しまり有り。  

軽石を含む。   

B純憫。  

10Yli％にぶい基褐ローム40％。  

10Yll％佃袖 口ーム7％含む。  

10Yll％岬褐 ローム5％含む。  
10YIミ％≠J、t褐 しまり購い。  

10Ylけ引黒褐 ニッ岳系軽石含む。  

10YIl％にぶい掛褐 ⅦとⅧ含む。  

10YR％果褐＋混入なし。   

／
／
′
′
′
′
／
 
 J  

須38惇】Il－20号†三帥；・址（1／60）  
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1IM 7．5Y出川右 細砂。礫、軽イr混人。ローム、  

焼土粗わずかに含む。柵lノ1∴しまりといこあり。  
て
 
 

2屑 7．5Ylけ用〉 紺砂。礫1％含む。拙作、しま  

りといこなし。  

3朋 7．5Y】ミ・％快事払 灰帆ノメ，㌔色、褐色上5％含む。   

‘l屑 7．5＼′Ⅰり㍍揖；帥砂。焼二卜、伏、礫1％混人。  

紺・作弼く、しまI）あり。  

5J“ 2．5YIi明赤字ち 焼二‖軋   

（；I招 7．5Y臣甘椙紺砂。礫1％含む。しまりなし。  

71M 7．5Y】り用法 糸晰れロームブロック混人。小2  

～5nln】の礫l％含む∴裾軋 しまりらj射、。  

HJM 5Yll常にぶい舶ぢ 糾砂。¢2－5nlローの礫少  

■i川占人。拙作なし、しまり怖い。  

り桐 7．5YIi％子J3紺砂。軽イ「1％、¢2～10∩川－の  

礫1％、焼土粒1％混入、しまり強い。  

＿A二10屑 5YIけ紺侶闘坦 糸旧来ウ2－5…の頼イ】－1％  

含む㌧ 宰‖隼 しまI）ともになし。   

1州 2．5YIl宮にぷい赤瀾〉 メ舟十フロック含む。  

杵粧なし、しまり観めて強し、。   

12JH 7．5Y椚郁欄与 焼二卜軋しまり、拙作共になし。   

1：州 5Y椚糾舶用主 焼ニヒ屑。紬′性なし、しまり軋  

めて強い。  

l・nト川づ 2．5Y％昭伏井 伏と焼二卜の混斗．址」机鋸軋  

甘粕l窒】tI－2（）り・†＝．■㌻川二竜（1／こ的）  

退構 朋本区向西l購にある■誉穴住川・】卜である（）lノ・M－7・8ブリ・ソトに†立道する。、ドl両の形状は  

■イニヤ封ニミノ川ラを－t！▲し、1モ小l帰．〔）2‖相川111ニう．（）（）‖lを測り、椎㍍面相は11．6日て・あるっ 什州1ヒlノ、Jに什穴は  

ないが、仕仙・1巨外囲側部分に、■本†川仙仁にともなうかも知れないと旭われるピットが2佃ある。  

け‖二位附するl」2は1イ川川≠を！l！．し、k律2∠1（・‖、短径20（・m、沫さ15（・‖を測り、北に†立関する1）：！はや  

は州l汗引【：きを±tさ．し、k径22（－…、如祥20川－、探さ22川を測る〔，即阻ま、北火拙こ帽2～（；（・…、深さ  

1．5～2川1で、l桝田二そって、帖2～∠l（・＝、探さ2～2．5（、＝、止さH8（・‖－で検出された。貯撤穴（l）1）  

は、住剛1l二の南酉附直†冊■：し、彬状は怖Il川ラを上■！．しk洋服（・…、餌径購（・…、深さ：うH（・川を測る′）糾・；  

」・l上の‾＝油〃位はN－〔げ一】二王である帖十屑は9榔こ分けられレンズ状に胱梢している、，B怖イl‘純屑  

が束1甘地晰の町側郁分に火刑18（・川りこき8（川1で沫宜＝・．1ニ如11の高さに比られた。仰認壁il■Jjは2（狛Ilで抑  

㍍堅高は：i6（・mである）l控の、ンニちl・．がり／rj度は、印J740を測る∴爪板関係は、北壁の火仙’ぅ＝l；分が1ト  

†）り・†＝け址をり」り込み、来状の釣、ト分がト封こより切り込浅かている。J勅rIlは惜ミ叩ミー1牒のVl川イを  

2（狛11州り込みつくられている，ll∫け■lは少なく、1モ困二、ド川て5（・‖11ノ、J外のレベル差でおさまり、翌  

緻部分は来両地刷りリl十川1Jの・lr【＝こJユこがっている〔、・最り吠はなかった。  

寵 根昭和火隅、北：潮＝5．fう：1く7）川合の箇所に取り付けられている（〕城存状態は比較的11好で  

はあるが、ノ1川＝邪はl－－∴うによリリJJ）れているり 刷り畑こ狙色巨を州め構築されており、さJ）に  

人川部の構架材として、巨」古を仲＝仁 址十．は焚l二l邪、燃焼部に多：出こ分イけり 帥の補勅材としてIll川】  

に仙イl●を1つずつ仙川，龍l’l休叫湘貴は故人Il帰り川1、仝k12ニう川∴ト柚ノバう1N一日HO－Eであるり  

－ 3∠1   
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l ， ． 一  一  ：  

第401馨】トト20号†二伸：・日日巨ヒ遣物（1／2・1／4・1／6）  

煙道部ぶち卜が牛用度は510：，焚11邪付近か♭駄灰留砂岩がよく炊け山一卜している。燃焼部には、  

直径7（両瑞さ18．5ぐ＝のイげ■支榊として仙川され、火休刊iからん袖出納‘近にかけ、10～20（－‖り早さで  

址l・ガ分イけ。煙道部には炊二卜はあまり見られなかった。  

出土適物 山卜したカワラケl肌は胎．一卜、焼成、製イ1り■文法がいずれも典なりむ＝】される。また、NoJi9  

は伸輔が付荊しており、柚杯として便‖jしたと考－えられる。N（）．∠1の林は、峨部糾卜糸り」I）で、丸  

昧を用：びた肘l二≠である（，l受1ホした以外にも、来漉系虎深川l号窯併行と／ぢ・えられる灰紬陶描が川  

よつ  
一卜しているが、′ト舶1．●のため1升ホしていない。7」子N（）ノ11は両閃造りであるり N（）．25は川途不t別の鉄  

製ニー二具，このほか秋津が侶．卜しており鉄端とのl札旭で興味沫い。また、九九は、赤彩された痕跡  

を持ち、・当初の建物の性格を考える上で興味深い。   

ところで、本住居鉦瀾＝パーにl〕恨イrの純朋が含まれていることや、カワラケ」…．の山二l二というこ  

とから、本住州一11二の年代は11・11摘」Il■灘り’iと推定される。  
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2．二川  卜i  

井戸は、遺跡l人Jで3基胤11されている。検‖川riに北から1り・、2り▲、3サと命名したし，  

1号井戸   

遺跡ほぼ中央、11－6号住屈址とトト9号住居・址の小関に位潰する。径は1－11ほどで、下に行くにつ  

オLて、狭くなっており、机2．5‖1据り下げたところで、径が70川ほどになっている。3Ill近くまで州  

り 卜げ、またボーリング附こよって朋べたところでは2‖1以1∴続いているが、他の」け二iとIri」じく作  

業の危険件と、馴証‖粧を／ぢ・えあわせ、完裾はしなかった。川戸覆土は据準牒位のⅣ屑をノ．りくと  

するもので、．卜剛こB軽イイが多く混人していた。また慄扁11日111付近にえぐれが形成されていた、、  

2号井戸   

遺跡サ火やや南で、l－ト9サ・10号住州l卜と誼抜している。†三川・址より新しく、径は1111ほどで、  

漏斗状の据り■ノノをしており、70c‖lほど■下がってからは、ほぼ径70川ほどになっている。ニI凋は1り・  

と同じ、Ⅳ屑がノ．に本であるハ 沫さ1‖1ほどグ）ところに柵物繊維が腐柚し、土壌化しつつある械－r・  

が見られた。3ヤ引戸でも同膵であった。また櫻筒11糾11付近にえぐれが形成されていたっ  

3号井戸   

j封亦南端、lト20号†■＝甘址と前便してl朴lした」捌満仲認の大きさは、径1．4‖1ほどであるが、据  

I）リブ検‖川寺では、径2∴うー11で、渥－（ト状をしていた。1．5111ほど下がったとこスでは、径70～80（・mほど  

である。覆二卜は、1・2ケル戸と同じ棚準土凧のⅣ桐が状本である√、2ぢ・井戸とIil」じく、植物繊維  

のJ馴I■り汚が比つかっている√）標高は118‖1付近にえぐれが形成されていた〈つ  

まとめ   

これら三基の井戸の槻二卜は、櫻準二卜屑の肌屑を基本とし、lいにB岬イ1■が多j勘こ二次拙梢として  

入っていること、｛明後期、平安11封じの住居址を切って作られていることを考えあわせると、l卜  

11t：のものと考一えられる。ほぼ等閃瞞に造られていることや、この道跡の惟財】く」な’）ンニ地条件、また  

朋杏地のすぐ束から中世の大溝が検出されたことなどから、1引毎城に伴うものかもしれない。   

また、標高118111付近に共通してえぐれが形成されていた。）これは、井戸の地山が、えぐれ部分  

を含め帖件の強いロームであI）、えぐれ邪から－卜が砂賢十であることから、H然に落ちたもので  

はなく、形状から比ても、ル戸に榊ちていた水の披により、壁が相川込まれたと考・えられるもの  

である。   

現〟の地下水位はずっと－卜になっている。ノいiが造られた当時、桔用il18－11イてJ・近であった水位  

が、現在のように下がった原因としては、l仰川封＝の変流が－・帝大きいのではないか－〉 これだけの  

資料でそれを結びつけることはできないが、今後l仲川引＝の変流のIl封切を考えるtlで、1つの材  

料を拙†化することになろう。）  

ー：うG －   
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l－3堀り万  

一一十  

0  2 m  

1号外戸  凍土は基本層位Ⅳ屑を基本とする。  

1屑10YR％にぶい粥掲 Bを多く含む。脱化物2％しまり有り。  

2屑10YRウ引こぷい鶉褐1、3榊の小l‡11。  

3屑10YR％哺柚1層よりUが少なく、しまりも泣糾、。  

4層10YR％≠基柑Iiを多く含む。IX屑の砂粒。しまりやや札  

5屑10Yli％黒褐 Bを多く含む。IX屑の砂粒含む。¢5二10mm  

の炭化物3％。しまりやや潤い。  

6屑10YR％灰訳柚 Bを多く含む。I‡榊砂粒。しまり弱い。  

7層10YR伏％灰典掲 Bは少ない。屑砂粒とシルト粒が多い。  

2号井戸  楳土は基本増枠Ⅳ屑で侠化物5％を含む。  

1屑10Yli％嶋柏 やや【占1くしまり伏状也粒含む。  

2屑10YR％鴨場 伏黄色小ブロック5－7％、しまり弱い。  

3層】OYIミ％嶋柑 しまり潤い。  

4屑10YR％晴帖 伏色小ブロックを苦二卜含む。  

5層10YR％ 全体にやや軸昧がかる。  

6屑10YR％鴨場 桶全体に植物繊維状の細い灰色又は黒灰  

色の腐植途上のものを多摘に含む。柄物繊維献物饗は、  

二1二壌化しつつある。  

7屑 3と灰動色シルト質との混二1」再。  

3・射卜戸  疎二Lは基本層佃Ⅳ桶を基本とする。  

？
ノ
〉
 
 

1屑10YR％畏柑  

2屑10YR％鼎柚  

3屑10Y【i％几㌔帖  

4屑10YR％盟槻  

5屑10Yli％盟旭  

6屑1nYRケ≦伏典掲  

7屑10YR％諏槻  

8屑10YR％薫！粗  

9屑10YIモ％よl．㌔褐  

10屑10YIl％≠えミ柚  

11屑10Yli％黒掲  

12屑10YI丹拍．！褐  

13屑10Y軒％黒蝿  

Bを多く含む、慄準層位‖順。  

Bが柑こ多く、部分r軸こ純屑ブロック状。  

B主体屑、7屑ブロック15％、しまり那い。  

7屑ブロック30％、他は3凧こ同じ。  

ブロック状にB純凧こ近いものを混ぜる。   

腐机途上の榊物槻維を多備に含む。  

B純J附こ近いブロック含む。仙は5屑に同。  

7屑主帆 Ⅸ屑砂ブロック50％。  

7胴主休。1X柄砂粒少最混ぜる。  

7層封杭 Ⅸ屑砂粒7％。  

3屑三‡三休。IX屑砂粒ブロック3％。  

Ⅸ層砂枇を少勅令む、しまり購い。  

7嘲三‡三休でIiを少l由比ぜる。しまり普側。   

し  



3．グリッド出二l二遣物   

（1）縄文十．船   

木追跡から＝上した縄史上㍑昔の人方を図ホした。1～10は渦巻と三叉沈別を†－l乞う陣拙文、およ  

びこの僅拙文の縁収I）をする’1ご一触竹伸こよる沈拙文を持徴とする。色別は′ホ掲色を！t！．し、小砂粒  

を含んでいるがりハ十、焼成とも1抽／である√、1・2とも＝鯨でごタ）リ、I1月が内側に張り出しJ：災を  

附11している。：うは把手邪分であるr）′1はl掛昭文が怖＝形をlメ：面し、け＝▲乍l；を刺突文で尤填してい  

る〔－ 5も降珊と竹竹文であリ6・7は三叉沈刻、Bは肥一丁郎分である。（）は隆冊主よる渦巻文、  

10は作m二よる沈線文である．，11は半減竹1判こよるほい沈細によってlオ匝ル、州′突■史でlノ川ほ允  

項している。12は、ト織竹1利こよる平行沈朋と曲維によるl室戸1】jを削‾史1ミ】．によって他史している√〕  

1：うは沈練l夏画l人Jは糾行する沈秘二よって充填する。以卜のように1－1（）のうち†制ここうに比られる  

文相烏牒用別，汗計漉川流域に漉席に分イけする火雄川■・！、巨；迂Jli■4二日描の■文様十■Vi伐と極めて附1ソ、するもの  

といえる。本胤削＝上の上郡はIl利別的には略取～ノ川■甘利Hぺに該当するものといえる。   
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恥12lヌl拙文上≠（1／ニi）  

（2）川二＝軸掃机甘相   

木追跡より．1＝」二した陶†蹴甘酢こは、中間製と考■えられる常備をはじめとして吹浦なものが数多  

く含まれている。これらのうち灰和陶帯をl卿ナば、いずれい3－15世紀に比定される小一t酬制服舘  

で、鎌倉開琳以降急激に流通したと巧●えられる11■桐相鉄食瑞相である。り山人Jでは浜l町量販両道跡、  

止．1∴用j貴跡等、近年、城郭、鮒址を小心として＝土例が州ノ州している、1くj主封亦の性情を何わせる  

i■い托な資料である。  

N（，．瑠巌鋼帯磁蓮弁文碗は、発色の良い優机  水で、外Irl一に迎弁を彫り目している。里‘  

人は仙川こ地利倒している。）13榔如こ比定悠＝Lる。N。躇糾刷り化一針碗で、 内面に  

イml廿史を彫り刻む。やや深l三lの肘l二きで、ほt町妃代に比定されるr，No．3い佃協馴化一丈碗で、1甘面ほ  

－：う†）－   



狛l－はを1彬り、＝h州に他州されており、細かいi■l●人が人る」馳来窯系で13－t町紀代に比定される．，   

仁川鋸よ21－．り）リ、いずれも帖の破＝■と考▲え⊥、〕れる、N（）．4は＝練をくの′トに外反させる比較的沫  

身の州lで、＝径が小さく、胎二卜は緻漱である，つくりは満「でしっかりとしており、lノ、J外面とも  

に地軸は湖く廿人はか、′ N（）．5イよ比・l・川ノけr㌧のざんぐりとしたl作Lで、地軸のしかたも危く、  

面にと－i－人が辿る、阜＝仙よ朕郁とIl紬J‘邦の境弊封■川り込んで1・目し、躇が施づれる。外l仙封底部へラお  

こし後、周辺部のみへラ調1．貞吾が施され、甘11十1上■IJ■王1tl昧で他州されていない、   

N（）．（うは美肌潮バ蛾の卸し1111である，比帖「小j、Jl■1の嵩彬で、l二僻什j廷グ）み地軸されており、邑きし人  

が人る、底那いノ：トでイ「川・l広口グロに上る糸切り木肌棺でごf′）る、15一世紀代に比定される、  

．追捕外の吠軸陶帯はNr）．7、8の2．・1川叫ト」二でさたが、他にレト川畑■は1（）放．・1川卜上している、い  

寸  
モ≡： 一                                                                     山  

」■・－ →      m  

l   

．／ 一二二 ＿＿∴  

朴13l■養l山＝紬協帯灯（l／2・1／′1）  

－ ノ1（）－   



ずれも来場系と考■えられ、大原2号燕～虎緩山1サ窯仰術であると巧・えられる。椀、…L類がほと  

んどであるが、袋物も数什認められる。No．7は高≠†のホい、椀底部付近で、ノIラ態調鱈から虎憾吊1  

ぢ・無式に併川する。Nr）．8は灰利つけかげの椀成附■．て三l＝絹子棚2拙から大原2号窯式である。   

No．9は′抑－㌢炊の鉢で、外面は仝1伸助醸粒による暗赤伏色を＿呈し、口壇とlノ加仙ま溌緑色でi－l●人が  

人る和がかけられている。・絹形は比較的ゆがみが人きく、胡熔は荒い。州rI偶凧後、’桝ノ川りの臓  

痕が踊欄：であI）、捕鉢として便川されたらしい。′柿沼紬年Ⅳ柑‖こ比定される。   

（ニう）その他の遺物   

．拭据の躇附で碓認した遣桃からは鉄器㈲ほ■l】心とした荘重な遺物が出二卜している。ここでは1受Ⅰ  

ホできる遣物について紹介したい。  

1－ニうからは須恵端林底部を松川した紡錘丹と、〃了・と推定される鉄告が．■＝」二している。本別  
ん－かご  

が－・舶こ付利しており、煉の部分の‖J●能性が考■えられる。鉄拙まこの他に、Ⅰ＿．－8グリッド川二卜  
りり量†〉 かこ  
の両閃造リソ十／・、I」－7グリッド川二卜の牧臭、‖一」り・†＝出れ理斗のノ膏甘大刀桐畑、等がJl什し  

ている。なお、lく－9グリッドからは鉄製金共と、両州腑伸二研り返しを持つ鋤兄状の，I二具が‖什  

しているが、これは近≠以降のカンナの製州し分与との可能性もある。又、ⅠⅠ－16号什仙・直の相川L  

二卜JHからは情のノ「三＿卜机Ⅲ1菊が川上しており、年令は壮年後斗と推定される。   

二＝甘粕では、Ⅰト1り・住居址から所謂「良問期」の基＝頼杯と「〈」の′トl1鯨禦が供判してい  

るが、lト9サ†抽；・址等の須恵帯供判例からみて、これらは7世紀■卜葉り’iの榊†三と考－えられよう。  

さノ）に、J－8グリッド1や2のような二霊∴帥制イ、の小里化、彿‖符化がピークに適するのは、7一世  

紀後半代になってで、須恵損のピークよりも才．‥十週力ていると考－えられよう。   

‖－3号†三川▲仙■l廿の高否椀は恨化焔焼成で、糾†牛車成形の叶能怖がある。尚子Tはひじょうに  

高く、10世紀後斗代の所産と考えられる。この他にも′1トレンチからは、羽釜、二t二笑と1（州二紀後  

半代を小心とした遣物の川二卜がみられており、これらに伴うと考●えられる伏利脾相打、柑粧■●も、大  

凧2サ無から鹿渡‖11甘楽併行とそれらを傍証している。  

」心根では、Ⅰ－3、3が異形形態を三i！．し相室拝される。九の桝断面はその■い火部において1三川l】に  

平行する稜部があり、その稜郡をJ紬こして伽仙こ、■ノ川冊：の典なる靴タタキが施され、l甘両には  

イけ目の住痛、膜骨娘と′l此われる措用l；、「人」へラ盲亨Lり・が数理位施されるり なお、稜郎の形態と興  
（．－11）  

様なタタキから乱臣＝、Lの叶胎【ごl三もあ 

佃＝両を面姉川して千川≠を呈している。又、Ⅰ〕－7の27は器lノ」の卑い久」lLであるが、l■■l拍＝こへラで  

文字出きされている。『山王廉、－Jl姉弟6次ヲ己榔粥イ川i告告』史寸：九肘武のこう：トニう（うのり双」とキえ  

られる。横竹痕は無く、川面形態は子川ラを呈する。11l＿王塵守跡では情跡において仙川されており  

その怖怖が注‖される。  

川三1）従来の追ハ九で（封‖佃‖こ丈′i：やへラ記・り・を人れることは拙く、又、そのトンニii′＝川■火耶であることから甘心抑」な女‘J・L  

に共通した要裁である。  

－ ′11一   
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第44図 その他の遣物A（1／4）  
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Ⅵ ま  と  め   

1．遺跡の．立地について   

帯作造跡は、トリり′総社神社の匹巨＼fi（）（）‖1ほどいった、前怖吊元総帥lけにあるり この他l勇二は、卜．  

野国府の椰定所在地ということで、†り「究和こより、その位詔をめぐる論署‘がいろいろ述べられて  

きたところである）  

l‘1然条件かl、）兄てい〈と、この他は申＝伸＝回帰の前十．鮮？地上で、極れ＝から流れ出る小小の河  

川が卜地をl肛粧し、．丁ルいH也を彬成しているところである，．追跡のある千丁地も、梁往川と′卜池川  

によってj貴J）れたものである。このハ地上⊥ll乙l分J、国分厄、■トレ建てられている。この子り山の′突  

端か仁山二かけてが、Il川j二の拙定地とさノLているところである，   

本道跡川根、子＝也グ）突端郁の西で、l‖1はど■1：わくなっているり 向かJ）束へかけて眺望がひらけ  

当時は、‥州：をl二】のあたりに′j■ることができたであろうトンニ遇である）   

‥岬の抱囲は、仙北榊）説により異なっているが、馴泰謝こよれば、本道跡は倒軒姐の人州、帆」’j  

言揖二よれば、北西隅の州1tり、金取説では、l呵の外川になっている。すぐ西カ、ら北にかけてが、イけ＝九  

の散布地であり、この散イけか1－パ作定寸るIl州」戒ではい‖帖こ人っている。昭和舗作・2＝のl粧甘樋追  

は、昭仙5叫ご・5‖ク）ノ亡総伸り刷周潮明明朝刷在で横山された人溝カ、ら抑1Lしたけ＝廿域では、やや  

西の外側という†iンニ；ビ■：で（¢）る、   

来に購撲して、・巨世の城郭であるオ用仙如こl紺糸する肛岐尻傲やil義子他寸：がある。蒼油＝城は、Il州：  

の地′．1川りを不り川して造1、）れたとい、わ出ている城である．，北には、国分州守、国分尼寺、そして、  

「放：此寸」ではないかと考‾えl－）れている‥し仁鵬寸がある）け‖二は、■勅lり凸がはしっている1州こは、  

J先手川川lがIii川篤子‖山をり」って北から両へi椚している，この変流の時朝＝こついても．縮淡されている  

ところである，   

こういった、＝也条件は、本．i出跡地を彗■える場合、l削れl侶トーJ‘ニ、山二＝稚寺、あるいは裾i小友と  

の閻通を机銅’る′巳、要が什．てくるものでrfノ）るい以十述べるイ＝津川やノト戸についても、これらのl現  

地にf＝】したものである，  

2．什挿皿：について  

本道跡地で．川存した†軌＝‖：11帖のl甘代を兄ると、11川●tll、1●＝代後期′川l二、平安時イじ7・什となっている．  

古墳畔代のものは、7世紀前サかJ）71明朗1葉にかけてのもの，、l壬安lゆ代のものは、10世紀後、卜  

から1川怖黒かけてのものでぐタ）る∴椎宣川府城束にあたるノ亡総社明神遺跡の調仙二おいても、ほ  

ほ≠‖謀の帆／りが兄られる，   

これかlゝ）／考■えられることは、Il州：が追られ、津令政拾が虻隷していると旭われる8・世紀後井上  

1（州祉l廿γ代の住居・址が有≠していないということである〕ll川にl塊撲している位逝から考・えて  

†も居の立地に碑＝眠があったで√¢，ろうことは容易に想像されることであり、川肘と†．＝甘址との係リ  

ー 小l－   



ノノを〃える卜でた＝≡lされるものである．）   

この平安時代の慢穴†t居の桃j揖二次の2点の料徴が見られ、遺跡の牲楢を／ぢ・える．l二で、性居址  

の咋代とIiりじ〈、川j題∴■、・二となっているものである）   

弟1点は、屯を構築する際に、河原イ1■と肘こ、九」；L、平瓦を構築材、構架凧として便＝Jしてい  

ることである。電が検出されたⅠ－ト6号・ト1－8号・l－ト17号・トト20号住屈址すべて、亀から丸が頻丑され  

ている。具体的な様子は、各遺桃のJlほ参照していただきたいが、電の袖石や基礎に河原石を立て、  

あるいは測って二、ンニて、その．l∴に尤をおき、九や遣物を立てて壁を遣る形でイ射っれている，その典  

里的なものは、ト1－6号・トト17サ住膚址の屯である。他の坪安Il射じの住屈・址の屯も同じように、し  

っかりした形で造られていただろうと推定される〔－   

この」心は、松1】l几の御教示によれば、国柄雄）るいは11．卜l．ミ廃寺からもたらされたものではないか  

とのことである，止を・持ってこられることかl：っ、これらの‘l墨跡他設や寺が哀亡してい〈状態を想  

定きれる－▲つの木川l・になるだろう  

．逆に、こうした怖価域周；週の那査を樟み爪わていくことで、国府城の－1ンニi毘と扶に、l刊府の造ら  

れた時期、IH川j：の衰えた‖封印を推定するヂ津トが得られていくことにもなるだろう   

弟2点は、、ド安時代の†．・＝巾‖：のi柚榔裾二、貯瀾穴状のピットが楯山されていることである。，ニ  

れは、本道跡地北にある中高追跡て亘、Iiり‖i川Jjのものには比つかっており、このヒ1■i、竪穴住屈址  

の㈹逓に一郎変化があったことレ推定される，  

3．井戸について   

川戸については、川戸の項で述べたとお りであるが、伸二け）什帆二ついては、、L旭や西隣かfっ  

楯山されたill頼、らみて、l印甘地透そのまま仙ったといわれるl卜世の城、裾神勅こ伴うと考えるの  

が、はもl：l然ではなかろうかL，   

廿ノ＝切えぐれからノJく位：の変化を′ぢ・え、その脚ノく】を旧利根川の射舶二川っていくのは、あ〈まで  

レ推定の城を州か、ものである1、ただ、ニの」卜戸のえぐれは、他山の梯十、えぐれの使丁から見  

て、什戸が使‖Jされた当時の水l仙乃洩により、状が侵食されてできたものであることは、まちが  

いないようにノ且える。  

J凡／1∴地‾卜水位がさがったり川1、水†※を■卜げる原lム【については、旧利根川の変流、台地のl榔jり  

が－▲和二あげられるということで、この点について盲よ、周辺の．馴附こおいて、卜分検肝を柑み訊  

ねていかなくてはならないだろう．  

∠1．その他の遺柵について  

．ii封舶ノ勺では検出されなかったが、この．追跡地を′考■える卜で肝要な遺構が2つ存ノ／上することが想  

定されているり  

1つは、ホ朋の存〝である．二れは、遇f附こ流れこんだ遣物と、地元の伝水から推定した。伸  

一 ∠15 －   



土遺物．のIt・に≠頗太刀柚伽」兄輪があること、桂‖二塚があったという証からである，この塚は卜  

毛古墳総■覧には末記録のもグ）のようで、現在は宅地≠発のためF■jり、l∠されている、   

2つは、たたらの存／1て凍る、仙■川：lノ」から、企届恨．■．．一．が出土しているが、他に鉄棒・井＝】が  

．■l卜Ⅰ二していること、またすぐ来が比南差1‖1ほどの耀であるため、存在することが予想されたが  

その位二閲をつかむにはゃらなかった、  

5．迫物について   

靴文、ホ墳・、・サ安、車≠のものが山二1二している，いずれも遺構に伴うものである，この・いでま  

とめとしてふれることは、ここは羽釜の山二L抱囲であるということと、遣物の時代を考・えるlにト  

時代としては続いていても、′′即jの時削があるということで、これについては、2．住居址のJl∫け  

ふれた、  

正については、松川往1上の倒教ホに．よるところが人きい，これらの」心は、山王廃守山一上のもの  

に似ているが、大きく勝岡・菅井方面の窯と秋l象りの窯に大別される。特にH－6号住屠址出土のNo．62  

の九九烏＝■川すべきものである，またl）－7グリッドから．11日二したNo．27の平瓦には、表面に「札．j  

のへラ書こきがあったっ これは山巨6次で山土した文字九の「川」にあたるとノ此われる、  
かこ   

持殊遇物として、斜．畔一三の綴代が山二卜している－†i舟；▲址グ）牛†じ、こういった校具は－一般の人々  

が身につけられるものではなく、ある柑要グ）身分を持った人物が†iミんでいたことが想定さ出る、   

止H二陶備端㈲恨、灰紬をl肘ナば、13～15帖仙こ比定される■H町制峨端である、リ，州で城郭、純  

址を中心、に‖上1二が多いことから札て、菊池城に†！事乞うもグ）と考■えられるもグ）である、11純友は、I日刊  

は来のものと見られるもので、龍泉窯系と考・えられる、小‥ミlから流人した高級飲食帯が、この他  

まで及んでいたことをンJミす牲重な資側圧いえよう、   

なお、1く遺跡の†主居・址が人きくハ眉、、巨′友＝封‘じに分かれることは前述したが、そのIt●でのl拘後  

l紺糸を重複や遺物から考・えると、次のように廿足される，   

古墳時代 Il－21・⇒トⅠ－11⊂⇒ⅠトーI（i⇒トl－（）   

平安t馴じ  tl－19⇒ⅠⅠ－8・‖－18⇒Il－10弓〉Il－（トⅠⅠ－17・Ⅰト20  

主 要 参 考 文 献   

Fl靭邑It．－窯」帖膵Ⅰ』律）（i（うい1（安′判剰考■■．1，■学クラブ  

Fl＝＝蕗寸潮位持6次牒鮒怖抑在牒け皇Ih（＝）8（））前掛l∫放竹委ii会  

『ll川川fむ 第1巻」（川71）削楢川い虹附さん委＝公  

佃珊瑚相通跡料胴舶用浩軋（1981）侶雄川け肘掛文化購■胡＃車虻lこj】  

F止総什‖ノ州道跡トIl捌届調す描け「鶴（1PH3・1†）H4）荊腑高教什委11余  

F小．1㍍追跡賂裾朋在恢軋」＝）81）前桔常数肯愛車余  

『仰木心服闘桐腑潮〃乱（Ⅰ鮎l）ii朋†川ナ放fr黍11会  

－－・＋′l（i－   



59A3革作造跡遺物集計表  

ニー二  伸  署謹  壬i’（徳：郡     イI‘  

「tl’ 凹  製  備  考  
川1  杯  蟻    Jヽ 嗣   梁   

椀  m u   

tⅠ一1  胡査地区刊   

F沌√1  

ル？／ノ？  

岬f  

仰ユ）～タ  

10’ユ，ルネ．  

lⅠ一11  調査地区外   

トⅠ一12  

トトー20  
2  

りゞ畠）     川r▲l  ルか≠g′ノ  

∧ル／Jク  

トⅠ一21  l葦】‘墳時代   

用紺  

1－3  2  

け‖・）  

2  

〔精銅）  

一 47 －   



59A3単作遺跡遺物集計表  

一上  伸  据  狛二 心∴服  そ  

商  羽  剋  備  考  
川t  田  椀   上ヽ 嗣  

椀   m 【‖I   

t〕－5  

」－3  

」－5  
川L）  

J－6  
川冠）  

．J－7  
グ  （規）  

t】10C  

や  
衷 揉  ※カワラケ様  

－ 48 一   



図版1   

1†・′†一 間I  

l胱一鱒恥坤チー戒軋逮心咄  

ヽ－       －■     ．  

－■∴上 
、蝿‾J  

■－●、■  

二  
冨 ■l■■   

喝一■、虚  こJ 電F∵  ■  

転㌻ヤ：こ、・－「     ．  

池  川、 全  景（西から）  
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図版2  

H－9号 住居址（南から）  I1－9号 性屑址 竃（西カ＼ら）  

トトー11号 住居川：覆（汚から）  H－11・16号 住居川（両から）  

卜1－8号 住居址（西から）  トト21号 住居士止（北から、  

卜t－6号 イ主屠址（北から）  ト1－6号 住居址 髄（煙道上から）   

ー 5（）一  



図版3  

ト」－tO号 住屈址（西から）  H‾10号 什／封1と 篭（北西から）  

卜t－17号 住届川（西から）  卜1－17胃 住居址 観（化カ＼ら）  

H－18・19号 住居址（北から）  ト」－17号 住居川 髄 遇1勿出土状態（北から）  

卜1－20号 仕／封11（北から）  l－2号 ノl 戸   

－ 5l→  



図版4  
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図版5  
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図版6  
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草 作 遺 跡  

遺 物 観 察 表  

1 9 8 5  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   



番号  損 形  寸法  器形の特徴   外面調整   ①色調②焼成③残  
内面刑盤   存④胎工⑤備考   

丸底、ゆるやかに  手持ちヘラケズ  t二l縁付近ナデ  ①橙色②良好③％  
Ⅰ－Ⅰ－9  

直立して、やや内  
135   

④やや粗・。   

傾する素l：】縁杯。   

丸昧を帯びた底部  手持ちへラケズ  l巨L、郎を残し  ①橙色②良好③れ  

Ⅰ卜9  二L潮灘  11．2             からゆるやかに直  リ後、口綾部の  てl二l緑から％  ④やや粗。   

147  杯   3．4  立し、やや内相す  の範囲をナデ  

る素口縁杯。   雛慄‰   

口縁部を直線的に  川那軋上半縦方ド1j  ll縁郵～川l摘；  ①にぷい黄樺色（卦  

Il－9  士帥器  22．8             開く丸胴班。l二】縁  へラケズリ、口  ⊥半ヨコナデ。  やや不良③％④や   

150  班  は比較的長い。   縁部ヨコナデ。  や粗⑤口綾部付近  

媒付着。   

長脚二段高林の脚  ロクロ水びき成  ヨコナデ。   （D灰白色②良好③  

部と思われる。透  
Ⅰト9  

脚部％④精良⑤外  

し孔は三力●い＝こ閻  
97   

面白然糊付着。   

いていたと推定さ  

れる。   

杯部の立ち＿＿卜．がり  ロクロ水びき成  l■怖くナデ肌楷  ①灰白色②良好③  

付近から脚部との  取 回転へラケ  後、不定方Ir■ij  外部％④精良⑤胎  

接合irllまでの破J・1こ  ズリ後部分的に  へラケズリと  土は97に類似して  
ⅠⅠ－9  

林部は盤状を呈す  ナデ。   ナデで51乙損に  
107   

仕＿上がる。   絶佳あり。秋川古  

窯址消製。7■世紀  

節Ⅲ四半期。   

袋物の藍の可能粧  ロクロ水びき成  ロクロ水びき。  （D灰色②きわめて  

トト9  須恵器  （9．0）             が強い。つまみは  形、天井部は手  良好③精良④％⑤   

305  蓋   1．4  如く、カエリが称  秋l…り古窯址群製。   

摘に突≠する。   

萎少化ピーク時の  l動転へラケズリ。  ロクロ水びき  （D灰色（臥良好③邦  

杯蓋である。つま  つまみは乳軸状  成形。小心郡  （弧密⑤711摘己第Ⅲ  
Ⅰ－1－9  

みは欠損しており、  を呈すると思わ  つまみの裏側  l甘半勅。  
309   

カエリは比較的短  が仙よりうす  

かい。   く仕上がる。   

ー1－   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外面調整   
①色調（勤焼成③残  

内面調整   存④胎工⑤備考   

天井部と口縁部モ  天井部右回転ロ  全面回転ナデ  ①灰白色（多良好③  

の境界に凹線を巡  クロによる回転  調整。   ％④密⑤I喝邑TIく  
H－11   視恵器  

加9型式併行か？   
皿   杯蓋   

る。天井部は細く  

仕上がる。   

口径の大きい盤状  休部回転へラケ  杯部全面ロク  ①灰白色（多きわめ  

高杯休部と口縁部  ズリ後部分的に  ロを利用して  て良好（卦杯部％④  

（22．7）                        との境界には明瞭  手持ちへラケズ  カキ目調整。  密⑤無高台盤の模  
Ⅰ－Ⅰ－16   

な外稜を有し、開  リが施される。  口綾部回転ナ  倣と考えられる。  
5   

き気l妹に立ち上が  ・7世紀第Ⅱ四三l珊】。   

って端部は丸味を  

梢びる。   範囲で回転ナデ  

調整。   

大型の杯。丸底で  休部、手持ちへ  ナデ調整。  ①橙色②良好③％  

rト21  士帥器  （17．9）             l二】屑は断面三州lう  ラケズリ。口縁  （むやや粗。   

12  杯  を呈する。若干内  

湾する。   

大型の杯。丸底で  手持ちへラケズ  ナデ調整。   ①にぶい赤褐色②  
H－21  

若干内湾する素［二I  良好③％④やや粗。   
20   5．7  

緑を有す。   ナデ調整。  

肉厚、内部底面申  底部左回転糸切  ナデ調整、油  ①明赤褐色②やや  
8．6             央部盛り上がり、  り後未調搬、しl  鮒こより詳細  不良③％④やや粗  

Il－6  
2．2  渦巻伏に凹線が2  緑郁ブーデ調整。  は観察できな  （9外面口縁郡半戦  

20   
5．2  本恒IりをRtlむ内面  い。   竹管による施文？  

油座付着。  2カ所。   

肉厚、内部底面巾  底部右回転糸切  全面けデ調整  （》橙色②やや不良  

H－6  カワラケ   （11．0）  ③％（初やや粗。   
2．3  

22 1111 l二】綾部は丸味が僻  
（5i9）  

い。   

－ 2 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外面調整  ①色調②焼成③残  
内面調整   存④胎工⑤僻考   

内部底面中央部若  底部右回転糸切  ナデ調整。内  ①橙色②良好③イ  
9．0  

Ⅰ－Ⅰ－6  カワラケ  干盛り上がりl二】緑  り後未調整。口  面％二次焼成  ④やや粗⑤器高の   

34  灯り川Il  
2．0  
郡は面取りをして  綾部ナデ調整。  による変色。  低い油杯と思われ  

4．8  
角張っている。   二次焼成痕あり  る。   

丸昧を帯びた休部  底部右回転糸切  ナチでロク口癖  ①にぶい黄樺色②  

14．3             下半からゆるやか  り後未調堆。l二】  を消している。  やや不良③％④や  
l－ト6  

3二9  

55   
6．9   付着。   

による凹あり。   

底部を突山させ、・  底部右l動転糸切  全面ナデ調整。  （訪樺色②やや不良  
14．2  

11－6  須恵器  丸昧を格びた休部  り後末調鰹。口  目線部付近に  ③イ④やや糾。   

58  杯  
4．6 5．5  
下半からゆるやか  

に外反する。   

（23．9）   
口縁部は比較的艮  J】【■川LL半は縦方  ヨコナデ。  ①にぶい橙色②や  

くやや内傾する。  を小心としたへ  や不良③口緑郎％  
Ⅰ一ト6  

鍔は断拍1三郎lうで  ラケズリ。口線  
21   

胴部若干④やや粗  

下方に向く。   郡。鍔はヨコナ  （9内面白色不着物  

デ。  あり。   

口縁郡は比較的艮  川一川く上半は不定  ヨコナデ。   Q）にぶい樺色②艮  
（18．4）  

Ⅰ－Ⅰ－6  須恵器  くはぼ直立する。  方向ナデ。lI縁  好③日録部鬼胴部   

24  羽 釜  鍔は断面三fり形で  若干（めやや粗。   

水平にのびる。   デ。二次焼成痕  

あり。  

口縁部は比較的長く  川■d郡上半縦方向  ヨコナチ。  ①lリj赤褐色②やや  

Ⅰ－Ⅰ－6  

Ql．0）             やや内項する。鍔  不良③％④やや判l。   

は断由l三角形で端  
32   

郡は丸味を帯びて  

いる。．   カーサエ。  

口縁部は比較的長  Jjl・川；＿1二半縦力向  ヨコナデ。  ①橙色②やや不良  

Q3．0）             く内湾ぎみに立ち  
Ⅰ－ト6  

③鵠④やや粗。   

上がる。鍔は断面  
37   

三角ブl多でやや下方  

にのびる。   

ー 3 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外irli調整   
（D色調②焼成③残  

内面調整   存④胎工（9備考   

若干底部を突出さ  底部／川戸川伝糸切  全面回転ナデ  （D樺色②やや不良  

（8．9）             せ、休部は内湾気  り後未調整。口  調整。   
Ⅰ卜8  

③％（めやや粗⑤内  

1．7  
274   

外面ともに熱によ  

42   る変色。   

反る。   

比較的肉厚で、開  底榔れ回転糸切  全面回転ナデ  （か淡黄色②やや不  

Il－8  カワラケ   
（8．7）  
き気味に直立し口  り後未調楷。口  調整。底面周  良（沙％（釘やや机（9   

359  灯l州1Il  2．0  
（5．3）                          。 揖われる。   

丸底。ゆるやかに  手時ちへラケス  1い心部を残し  ①樺色②良好③％  

波立してやや内傾  リ後、l二1綾部の  てl二】縁から％  （むやや机（軌旬伸い  
Ⅰ・トー10  

する東口緑林。仁l  みナデ。   の範囲を回転  心部に『×』線刻  
18   3．6  

唇部は粘い。  ナデ調整。   （後刻）。Ⅰ－Ⅰ一9の  

混入－■，1■－。   

18に対日以するか、  手持ちへラケズ  不定方lこりナデ  （Dl日赤柏色②良好  

より内傾する素口  リ後、l再説郡の  後、中心、部を  ③㍑④やや糾⑤Il  
I－ト10  

緑林   みブーデ。   残してl二I縁か  
89   4．0  

ら％の穐囲を  

回転ナデ調整。   

丸底。ゆるやかな  手持ちへラケズ  小心郡を残し  ①椅色（診良好（釘％  

r卜10  土師器  （12．2）             曲練を描いてはぼ  リ後、しl緑郡の  てl二】繚から％  （むやや机⑤ⅠⅠ－9   

157  杯  直立する。   みナデ。   の相川をl動転  

ナデ調姫。   

比較的馴一句化した  比較的細い即位  へラナデ。工  ①橙色②良好③％  

麗の胴部。最大径  のへラケズリが  艮痕の単位が  （むやや判．1（馴Ⅰ－9  
rト10  

40   
は川右肘l］央よりや  

や＿上にある。   れる。くびれ部  

は軌方向ケズリ。   

秘めて浅く底径が  底部手持ちへラ  lト＝L、部を健か  ①明視灰色②良好  
9．3  

Ii－10  カワラケ  大きい。内部底面  ケズリ。Ⅰ二l綾部  に残して回転  ③鬼④やや粗⑤油   

110  皿  
．4  

申央郡は若干盛り  
7月  

ブーデ調整。   杯として使川か？  

」二がる。   還元炎焼成である。   

一 一1－   



番号  器 形  寸法   器形の特徴   外面椚整   内面調整  （D色調②焼成③残 存④胎工⑤傭考   

9．5  
肉厚。l力那底面申  底部右回転糸切  全面回転ナデ  ①浅黄橙色②やや  

f一トユ0  カワラケ   22  央郡盛り上がり、  り後未調准。口  調整。   不良③％④やや粗。   

5．1                     191  田  口綾部は丸味が強  

い。   

底部を若干矧1二lさ  底部右l購云糸切  口層郡へラケ  ①浅哉樺色②やや  
14．7  

lト10  禎恵那  
4．8  
せ、開き気味に外  り後未調整。口  ズリ。全面l亘】  不良③タ官④やや粗   

6．2                     142  杯  傾する。若干ゆが  縁郡回転ナデ調  転ナデ調整。  （9外面タール状付  

んでいる。   整。  着物。   

やや削いて外傾し、  底部左回転糸切  トl組椰回転ナ  ①樺色②やや不良  
（15．4）  

Ⅰ一卜10  須恵器  口縁付近で若干反  り後未調整。l二I  デ刑樵。底部  ③％④やや粗⑤内   

182  
13．8  
る。   縁部「項転ナデ調  は磨耗が著し  外面ともに二次焼  

（7．3）  
整。   く不りJ。   成痕あり。   

口縁郡は非常に長  全面ヨコナデ。  ヨコナデ。部  （軌にぶい樺色②や  

く直立し、錯は短  分的にタテナ  や不良（卦口綾部％  
lト10  

く断面三′Mlケであ  デ。   
184   

仙は若干④やや粗  

る。全体に寸胴Jlラ  （診二次焼成痕あり。   

を呈す。  

内面申火のロクロ  底部右回転糸切  全山‖山転ナデ  ①橙色②良好③％  

痕に亀裂が入り貴  り後未調堆。仁l  調整。   ④密⑤内面に若干  

1ト17  カワラケ  （9．3） 2．2  油煙が付着するが   

15  川l  く小火程著しい。  
（5．2）  

はたして灯明mと  

して機能したかど  

うか疑問である。   

若干底＿l二げ気味で  底部右回転糸切  全irl‖■棚云ナデ  ①灰白色②良好③  

1ト17  カラワケ   
92 2．3  

％④やや粗⑤油杯   

36  灯り‖Ⅰ】l  する。内ir刷l焼付  として使川か？   
43  

。   

休部を開き気味に  底部右回転糸切  全面回転ナデ  ①浅黄橙色②良好  
8．7  

1一ト17  カワラケ  直立させ、卜l縁拙  り後、未調樵。  調賂。   
2．1  

③鬼④やや粗⑤口   

72  皿  でやや外反する。  口縁郡ナデ調整。  
52  

縁部付近橙色に変  

色する。   

ー 5 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外面調整   
①色調②焼成③残  

内面調整   存④胎工⑤備考   

はぼ直線的に立ち  底部右回転糸切  口縁郎回転ナ  ①橙色②良好③％  

（9．1）             上がる。底部は比  り後未調整。口  デ調整。底部  ④やや粗⑤金雲母  
H－17  

80   
較的丸味を帯び、  縁郎不定方向ナ  不定方向ナデ  を多量に混入する。  

也．0）  油煙を付着。   デ調整。   調整。   ⑤油杯として使用  

か？   

やや内湾気味に立  底部静止糸切り、  全面回転ナデ  （Dにぷい橙色（訃艮  

9．7  
H－17  

好③邦④やや組⑤  

142   
1．9  口唇部付近油煙付  

5．6  着。油杯として使  

川か。   

底部からゆるやか  底部右回転糸切  全面回転ナデ  ①灰褐色②良好（卦  
9．3  

Ⅰ－Ⅰ－17  カワラケ  に立ち上かり、口  り後未調整。口  調整。   舛④やや粗⑤内面   

151  灯明皿  油煙付着。抽杯と  1．9 6．l                          唇付近でやや外反 する 
。   して使用。   

やや開き気味に立  底部右回転糸切  口綾部回転ナ  ①にぶい橙色②艮  

（8．9）             ち上がり、仁1層付  り？後未調整。  テ調整。底部  朴③三富④やや組⑤  
H－17  

1．9  
157   

（4．2）   調整。   付着。抽杯として  

使用分。   

やや開き気味に立  底部右回転糸切り  全面回転ナデ  ①にぶい黄橙色（∋  

9．5             ち上がる。底部は  後未調整。口縁  調範。   
Il－17  

良好③％④やや粗  

162   
1．7  ⑤内外面ともに抽  

52   煙付着。抽杯とし  

て使用。   

8．8  若干底部を突出さ  底部右回転糸切  全面回転ナデ  ①灰白色②良好（診  
Ⅰ－Ⅰ…17  

2．1  せ、やや内偵しな  り後未調整。口  調整。   ㍑④やや粗⑤内面  
177   

綾部ナデ調整。  口縁部に油煙付着。   

底部からゆるやか  底部右回転糸切  全面回転ナデ  ①浅黄橙色②良好  

H－17  カワラケ   （9．1）  ③％④やや粗⑤内   

202  皿  （2．3） 4．5             に立ち上がる。  り調。 面熱による変色。   

る。   

ー 6 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外面網整  ①色調②焼成（卦残  
内面調整   存④胎工⑤備考   

（9．0）  内部底面lい央部が  底部右回転糸切  全面l軋転ナデ  ①灰白色②良好③  
ⅠⅠ一17  

236   
2．3  若干盛り上がり、  り後未調整。口  調堆。   ％④やや粗⑤内外  

4．9  直線的に外反する。  繚部ナデ調整。  面とも油煙付着。   

高台から丸味を持  底部右回転糸切  内黒磨。縦と  ①にぶい黄橙色②  
（15．扮  

H－17  須恵端  
6．5  
って立ち上がり、  り後付け高台。  横方向を交互  良好③％④やや粗   

ユ58  椀  直線的に開く。   休部全面恒l転ナ  
7．7  

デ訂月整。   

高い高台から丸味  底部へラ調整後  残存部分は全  ①にぶい黄橙色②  

を持って口縁に至  付け高台。休部  面ナデ。   
11－17  

良好③底部完存体  

る。   下半から高台阜こ  
180   

6．7  

郎若干④やや組⑤  

かけてナデ。  内外面ともに二次  

焼成。   

平底、胴部の最下  胴上半回拡ナデ  」二半回転ナデ  ①にぶい赤褐色②  

ⅠⅠ－17  
径は中央よりやや  調盤後、胴下半～  調整。下半へ  やや不良③％（初や  

上にあり若干肩が  底部手持ちへラ  ラケズリ。ナ  や粗⑤酸化炎焼成  
66   

（12．3）  はる。口縁は欠損  ケズリ。部分的  デ。   土師器的様相を持  

して不Iれ。   にナデ刑軽。  つ。   

（272）   

頸部はくびれて  縦方向へラケズ  ナデ、横方向  ①にぶい赤褐色②  

Ⅰ【Ⅰ－17  上伸岩持  『く』の字状に外  リ。二次焼成痕  の後に縦方向  やや不良（釘％④や   

112  土 釜  反するlコ縁を呈す。  あり。   を行う。   や粗⑤10世紀後  

半。   

頚部はくびれて  へラケズリ．後、部  口縁部回転ナ  ①にぷい赤褐色②  

rI－17  土師器   
（245）  

『く』の字状を呈  分的にナデ調整。  デ調躯。胴部  やや不良③％④や   

146  幾  すが、口線はあま  

り外反しない。   

頚部はくびれて  ヘラケズリ後、郡  「1縁部回転ナ  （Dにぶい橙色②や  

1－ト17  土師器   25．9             『く』の字状に外  分的にナデ調整。  デ調整。胴部  や不良（診％（むやや   
169  土 釜  反する口縁を呈す。  口綾部l動転ナデ  

調整。   

－ 7 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外面調姫   内面調整  ①色調②焼成（釘戟 工   

存④胎⑤備考   

頸郡はくびれて  縦方l；jJへラケズ  ナデ調整。  ①にぶい褐色②や  
26．1  

H－17  士師器  『く』の字状に外  リ。仁I綾部のみ  や不良③％④粗   

ユ74  土 釜  反する口縁を呈す。  ナデ調整。  （9内外面ともに二  

次焼成鰯あり。   

口縁に最大径のあ  斜方向へラケズ  仁I縁郎回転ナ  ①にぶい橙色②や  

る鉢で、頸郎は  り後、横方向へ  デ調整。仙は  や不良③％④粗。  
21．6  

rI－17  土師器  『く』の字状を望  ラケズリ。口緑  横方向ナデ。  細砂粒を多量に含   

191  鉢  す。底部欠損。   部のみナデ調整。  む。⑤煤付着。煮  

沸貝として使川か。  

rI－921の混入詣】。   

口縁は比較的短か  口縁～鍔横ナデ。  鍔裏側エビオ  ①にぶい橙色②や  

ⅠⅠ－17  須恵器   27．4             く内傾する。鍔は  胴部不定方向ナ  サエ後、概ナ  や不良③宛（釘机⑤   
117  羽 釜  断面三川形を呈す  デ。鍔周辺ユビ   デ、休部不定  内外面ともに二次  

が異形である。   オサエ。   方向ブーデ。  焼成。   

l二】縁郡をやや内傾  lコ緑から鍔まで  ヨコナデ。  ①にぶい橙色②や  

Ⅰ－Ⅰ－17  徳恵器   24．3             させる。鍔は断行】j  ヨコナデ。胴部  や不良（凱蟻④やや   

171  羽 釜  三角形でl二l唇部は  縦方向へラケズ  机⑤二次焼成痕あ  

面取りをしている。  リ。  り。   

口綾部を内傾させ  仁卜縁から鍔まで  鍔の裏面。ユ  ①明赤褐色②やや  

H－17  須恵器   
27．0  
る。鍔は断面三川  ヨコナデ。胴郡  ビオサエ後、  不良③％④やや粗   

160  羽 釜  形で、仁＝自邸は面  縦方向ナデ。  横ナデ。胴部  ⑤床面に煤が厚く  

取りをする。  斜方向ナデ。  付着する。   

高台は稜不明瞭で  口縁から高台付  床面回転構ナ焉  ①灰黄褐色②きわ  

灰 利I  12．0  内面が外傾する。  近までヘラケズ  灰軸はつけが  めて良好（訂％（む精  

H－17  休部はゆるやかに  リ。底部は回転  け。小心部は  艮（9三日月高台第   

168  皿  
2．4  
立ち上がり、l二働  糸切痕をへラケ  転用硯で磨滅  2軌、大原2号窯  

（転用硯）  

6．5  
付近で外反する。  ズリ。ナデ調腱  

で消す。   付着している。   

内面LP火が凹む。  底部右回転糸切  全面けデ調整。  ①にぶい黄樺色②  

（82）             口縁端部は肥厚し、  り後未調整。l二】  口縁付近二次  やや不良。金雲母  
H－18  

1．8  
190 1 

（4．4）   やや粗（訃油杯とし  

て利用か？   

－ 8 －   



番号  器 形  寸法  端形の特徴   外面詔月製  （D色調②焼成③残  
内面調整   存④胎工⑤仰工   

肉停。比較的直腰  底部ホl叶転糸切  全面ナデ調整。  （D灰白色②やや不  

11－18  カワラケ   
伍．か  
的に外反し。端部  り後来訪g脆。口  底部に油煙付  良③％④やや粗⑤   

202 1111 
1．9  
は丸昧を帯びる。  綾部ナデ調整。  着。   

（5．㊥  
仙杯として硬用か  

？   

底部付近の破片。  底部右I叶軋糸切  全部ナデ調軽。  （訪橙色②やや不良  

やや外反気味に立  り後未調酪。体  
r卜19  

③％④やや枇⑤底  

ち⊥がる。   部ナデ調整。  部外耐こタール状  
117   

付着物。焼成時の  

付着か？   

丸昧を帯びた休部  底部静止糸切り  全面回転ナデ  ①にぶい黄橙色②  
15．2  

Ⅰト20  須恵器  から若干外反して  後未調整。口緑  翫慄㌔   良好③％④密⑤二   

4  杯  5．1 5．9                          l二膵引こ至る。底部 はる 次焼成痕あり。   

突出す。   

比較的急に立ち＿1∴  底部右回転糸切  全面回転ナデ  ①橙色②良好③牙  
11．6  

11－20  須恵岩詩  がる。底径に比し  り後未調整。体  刑範。   ④やや粗⑤底部二   

30  杯  4．4 6．8  
てl：t径の小さい端  次焼成痕あり。   

形である。   リ後ナデ乱Id幣。  

若ニー∴底部を突I▲llさ  底部左l動転糸切  回転ナデ調整。  （9にぶい樺色②良  

8．7             せ、肋き気味に由  り後未調整。口  底部は剥離が  好③宮④やや粗⑤  
1一ト20  

2．3  
39   

底部内外耐こ煤付  

4．3   着。糾杯として使用。   

（9．4）  底部肉厚。浪線的  底部糸切り後へ  全面l軸転ナデ  ①淡黄色②良好③  

ラ調整。口綾部  Ⅰ一ト20 63  カワラケ ∬lし              1．9  ％（むやや粗。   

（6．6）   ナデ調整。   

休部は比較的丸昧  底部右回転糸切  全的‖軋転ナデ  （D浅黄橙色②良好  
13．8  

Ⅰ－3  須恵端  を帯びる。内面巾  り後未調整。体  調継。   ③％④やや粗。   

埋  杯  4．9  

5．0  リ後ナデ調整。   

ー 9 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   外面調盤   
（D色調②焼成③残  

内面調整   存④胎工⑤備考   

口縁部を内傾させ  ナデ討月整。   鍔裏面ユビオ   ①浅黄橙色②やや  

21・．4             る。鍔は丸味を帯  サエ。ナデ調  不良③％④やや粗  
Ⅰ←3  

びやや上向きに付  堆。   ⑤外面二次焼成痕  
4   

く。ゆがみがひど  あり。粗悪【l詰。   

い。  

（19．6）  口繚イくJ■近の破片。  休部へラケズリ。  休部へラケズ  （訪橙色（参やや不良  
D－5  

l二I繚JI多態はコの字  口縁部ナデ調酪。  リ。l：二l縁郡ナ  （診口縁部％④やや  
21   状を呈す。  

デ調燕。   粗。   

（14．4）  底部を欠損する。  ロクロ水びき成  回転ナデ調整。  （9灰白色（参やや不  
D－7  

比較的浅身である。  形。休部回転ナ  良③口縁都万④や  
36   

デ調整。  や粗。   

外稜を有する小型  休部へラケズリ。  ブーデ調整。  ①橙色（計良好③％  

J－8  土師器  （9．8）             の杯。lこl緑部を内  口綾部ナデ調整。  （む密（9外面二次恍   

口  杯   3．1  傾させ、稜は不明  威。   

l瞭である。  

ロクロ仙川の小型  休部手嶋ちへラ  回転ナデ調整。  （参口綾部赤色塗彩。  

の杯である。丸底  ケズリ。口緑部  l力「rIlロクロ成  
J－8  

（8．9）  形痕が明瞭で  
2   

2．7  
耳ネ  

ある。   

取りをしている。   

底部丸底。小型の  休部手持ちへラ  ナデ調整。  ①橙色（訂良好（釘％  
L－8   土師器   （10．8）             来日緑林。口縁部  ケズリ。口縁部  ④密⑤外面二次焼  
B  杯  

はやや内湾する。  ナデ調整。  成痕あり。   

ほぼ浪線的に外反  底部右回転糸切  休部ナデ調整。  ①にぶい橙色②や  

（14．2）             する。端形で仁＝百  り後未調整。体  や不良③％④やや  
J－3  

4．4  部回転ナデ調酪。  粗⑤外面二次焼成  

田   痕あり。酸化炎焼  

成。   

L－9  士師器  （142）  丸底。口縁付近で  休部手持ちへラ  
ケズリ。口繚郎  

B  杯   やや内偵する。  ナデ調整。   好③％Q）やや粗0   

ー10 －   



番号  器 形  寸法  器形の特徴   
①色調（勤焼成8）残  

外面調整   内面朋軽   存④胎工⑤僻考   

（12．9）  口縁付近のみ残存。  ロクロ水びき成  l瑚去ヅーデ調整。  ①l刑紫灰色②良好  
1TI■  

ロクロ成形痕が段  形。l坤転へラケ  
18   

③宛④やや粗⑤外  

状に残る。   ズリ。ナデ調整。  面白騨附寸着。   

比較的肉悍。底部  底部釆rlil胤く糸切  回転ナデ調酪。  ①にぶい共棲色②  

（7．8）             若干底あげ。底部  り後末調脆。体  やや不良③ケ5（むや  
2Tl‘  

1．6  
哩   

や枇⑤内治亡次焼  

（5．4）   成痕あり。油杯と  

して使川。   

はぼ直線的に外反  底部イ了榔転糸切  全面回転ナデ  （丑灰仁1色②やや不  
14．1  

4Tr  媚恵器  する。内irlり氏郡巾  り綾未調整。体  調整。   良③％④やや粗。   

27  林  4．3 6．0                          央が若干盛り＿L二が る 
。   

【二I綾部をやや内傾  

20．9   させる。錯は断面  
4TI■  

良③宛④やや粗⑤  

三〝‖lラでやや上方  外面煤付着。   
35   

を向く。＝唇郎は  

丸昧を帯びている。   

口縁部の外反は弱  日縁郡ヨコナデ。  l二】縁郡ヨコナ  ①にぷい赤栂色（診  
28．1  

4Tr  士帥端  く胴部の貼りも少  休部縦方向ナデ。  デ。休部不定  やや不良（釘％④や   

哩  土 釜  ない。L＝西部は面  方向ナデ。   や紺（9外面二次焼  

取りをする。  成痕。   

8．2  比較的肉J享。底部  底部右回転糸切  全面回転ナデ  （9橙色②やや不良  
その†山  

1．8  内耐い央ロクロ狼  り後未調整。休  調整。   
衷   

③鬼④やや粗⑤外  

4．9  あり。   部回転ナデ調整。  面目縁付近煤付着。   

1Ⅰ－1  
底部丸底。Lニト緑を  休部手持ちヘラ  ナデ綱堆。  （D橙色②良好③％  

哩   
内偵する累l二I緑林。  ケズリ。l二l綾部  （初密。   

ナデ刑整（，  

（22．8）  目線部は比較的長  口縁都抽ナデ。  l二】縁部ヨコナ  ①樺色（多良好③邦  
Ⅰ－Ⅰ－1  

口   
く外反し、胴部の  休部縦方向ヘラ  デ。休珊へラ  ④密⑤内面焼士付  

張りは弱い長胴覿。  ケズリ。   ナデ。   着。   
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番号  畳語 形  寸法  器形の特徴   外面調整   内面調整   
①色調（勤焼成（∋残  

存④胎工⑤備考   

高い高台を付す。  全面回転ナデ調  回転ナデ調整。  ①にぶい橙色（参や  

16．1  や不良（軌％④やや  
Il－3  

6．7  
埋   

粗⑤外面タール状  

椀    10．0  付着物。   

する。   

口綾部はやや内偵  

（19．0）   してから直立する。  やや不良③口縁％  
その他  

嬬部は丸昧を帯び  （むやや粗⑤内外面  
表   

鍔は断面三卯l多で  二次焼成痕あり。   

やや上方を向く。   
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番   器  
号  

種  出土地  形  態   技  法  索 地  利1 薬  備  考  

青磁蓮弁文  Ⅰ－10「互  やや大型の桃  ロクロイ則r】。  lヨ 地  淡緑色   龍泉窯系。  

碗  でつくり‾丁寧。  外面に蓮井を  0．5～0．8印m  ・13世紀。  

彫り出し、後  蓮弁の鏑  

に内外面地軸  は明らか  

ではない。  

青磁削花文  I－2  やや深目、口  ロクロ使川。  灰白色  緑灰色   龍泉窯系。  

碗  層部で若干外  0．2′－0．3仰m  13‾世紀。  
2  

反。   を彫り、後に  

内外面地軸。  

市磁削花文  哩  士  やや深巨L腰  ロクロ使川。  灰白色  淡緑色   龍泉窯系。  

胤  は丸昧を帯び  0．2′－1m汀l   13世紀。  
3  

）  

るこっくり丁  

寧。   内外面地利I。  

白磁 川L  3Tr9A  口唇部がくの  14■1現己  

rヤ  
字に外反する  0．2【、一0．3椚  

皿である。   

白磁1几l  4Trノ拡15  厚手の皿底部。  ロクロ使用。  灰白色  灰白色。0．1一打m  13～14  

5  高台は無い。  底部右回転へ  内外面ともに  世紀。  

ラおこし。  質入を有する。  

美濃瀬戸焼  J－5  底部厚手の卸  底部糸切り  灰白色  淡緑色、口唇  15世紀  

6                  卸し皿  し皿。平底で  付近のみ地軸。  

ヨ  やや小型。   ロ）ロクロ水  質入を有する。  

びき成形。  

灰利l陶器椀  J－6  高台の高い椀  ロクロ、水び  灰白色  灰白色、部分  東鰻糸。  

底部付近で、  き、成形、底  的に淡緑色自  虎狭山1  

7  高台は外内面  然紬。   号窯併行。   

ともに外傾す  

る。   
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番  
号  器  種  出土地  形  態   技  法  素表地  利l 薬  備  考   

灰柚陶器椀  J－7D  三日月高台2  ロクロ、水び  灰lヨ色  炊lヨ色、部分  東鰻系、  

8  

賦の灰利l椀。  き、成形、底  的に淡緑色白  大原2号  

底部付近破片。  部へラケズリ、  然朴。   窯段階か。   

ナデ計g整。  

常滑焼、鉢  Ⅰ－1ノ拡2  大きく外傾す  マキアゲ成形  炊白色  淡緑色、外面  Ⅳ期（14  

る鉢で、ゆが  休部下半エビ  口層付近と内  世紀後半  
9  

みがひどい。  オサエ。クシ  irll全体に地相  

バ状］二貝オサ  員人が入る。   

エ。  
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番 号  種類  厚 さ  凸面   模骨   布．目  

調整  縦×横   
胎 土  色 調  焼成   備  考   

内面にへラ書き「大」  H－3 No．・1  平瓦   20Ⅲ椚  口  如  7×6  b  灰褐色  良好   2カ所。   

H－6  
丸瓦  26、5仰肌  2  無  10×10  C  黒褐色  良好   二次焼成痕有り、指頭  

No．15  痕有り。   

H－6  
丸瓦  1小m  口  如  10×8  b  灰仁1色  良好  部分的に宵灰色。   

N（140  

H－6  
丸瓦  21巾m  2  軸  7×7  b＋C  灰柚色  良  

No．・42  

H－6  指圧、筆圧痕有り。は  丸瓦  18．5Ⅲ椚  2  無  7 ×7  b－トC  茶掲色  艮  
仙60  ぼ完形。   

Il－6  
丸瓦  15mm  2  無  8×7  C  青灰色  良  

No．61  

軒丸瓦の丸瓦部、瓦当  

面がはく離、厚い瓦当  

Ⅰ－1－6  
がはめこまれていたら  

丸瓦  20叩m  3  如  7×5  b  灰仁】色  良好     しい。内にれ外に粘土  
N（162  

仮の接合痕有り。山王  

の六集塵11弁に近いもの  

か。   

I－Ⅰ－6  二次焼成痕有り。H－  

No．63  

No∴65   である。   

H－6ノ  
丸瓦  23．5mm  2  無  11×12  a  累褐色  良好  二次焼成痕有り。   

No．48  

H－8  
丸瓦  25研m  2  如  6×7  a  茶褐色  良好  二次焼成痕有り。   

恥69   

ー15 －   



番 号  櫛類  厚 さ  凸面   模骨  布目  
調整  縦×横   

胎 土  色 調  焼成   備  考  

Il－8  
丸瓦  19m刑  2  無  6×7  a  灰褐色  良好  指圧痕有り。  

）  

Ⅰ－Ⅰ－8  

丸瓦  18．2．mm  2  無  6×7  b  灰褐色  良好  二次焼成痕有り。  
r  

H－10  
丸瓦  26†珊  2  有  5×4  d  茶褐色  艮  たたき 藤岡窯と同じ。  

｝  

H－10  玉縁付、部分的に和が  

う  

No．187   玉綾部の長さ32m帰  

二次焼成痕有り、炭素  

IlJO  を付着させているとこ  
仁  丸瓦  19川肌  2  佃  8× 8  1）＋C′  灰褐色  良好    ろが国分寺のものに近  
No．1庄）  

い。  

二次焼成椴と酸化部分  

レ   有り。国分寺創建期の  

u  
丸瓦  17†珊  2  無  6× 9  b  灰褐色  

ものと胎土が同じ、東  

上州方面の窯か。  

LI－17  はぼ完形。全体に偏平  
丸瓦  28仰〃  田  無  8×7  b＋C  茶褐色  良好  

も  な丸瓦。  

No．1認、167、193、209  

H－17  27で接合できた。内  
丸瓦  25門川  同  無  9×10  b  灰白色  良好  

田  部は茶褐色。二次焼成  

痕有り。  

No．145、166、171、173  

194で接合。No．166に  

二本の線刻有り。国分  

㌢  
丸瓦  22．8仰m  2  無  8× 8  C／  茶褐色  良好  

寺で出土例多い。はぼ  

完形。山王の後のもの  

に近い。吉井無か。   
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凸汀ii  布目  
胎 工  色 調  焼成   鵬  考   

番 号  種類  厚 さ   調整  模骨   縦×横  

H－闇）  

丸瓦  21椚  2  無  10×9  b  灰褐色  良好  間く焼きしまっている   
No．69  

Ⅰく－ 6  丸瓦  27川肌  2  有  7× 8  bl－C  灰茶色  良好  lむ1く焼きしまっている。   

Ⅰく－ 7  丸瓦  16．6丁珊  2  如  7×8  C  黒灰色  良好  

Ⅰく一 8  平瓦  21．8〝冊  2  無  6×4  C／  茶褐色  良好  

Ⅰ－ 3  丸寧  21血  2  如  6× 6  b  灰茶色  良好  二次焼成痕有り。   

1）－7  
丸瓦  17叩叫  2  無  10×8  b  茶褐色  良好  

No．17  

表面ヘラ背きの「爪」  

は、山王6次出二Lの  

D－7  「J秋」か。吉井あるい  
平瓦  27丁冊l  2  無  9×7  Zl／  茶褐色  良好     は藤岡窯。文字は狭摘  

No．27  

を上にしてc机くらい  

の所。   

D－7  
丸瓦  20叩欄  2  無  8×7  b′  茶褐色  やや 良  

No．29  

（注） 凸面調燕 1．縦位の平行糾口調堆で、狭端部には械位の糾l三l調整が入る。  

則目調腰の後ナデ調整したものも含める。  

2．不定方IrlJのナデ調整。  

3．軌ナデ詔月整。  

4．縦ナデ調整。  

之l．〆3～5m澗の石英等の砂粒を多良に混ぜる。  

し）．黒緑色の微粒子を点在する均督な細かい胎土。  

c．石英、雲母の微粒子を若干含むか。比較的均凰な細かい胎土。  

（l．aと成分的に近似するが、梯じま状に粘土か入る。  

ナ； 二l、二  
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